
民
団
新
年
会

呉
公
太
中
央
団
長
は
１７

日
、
韓
国
大
使
館
に
李
俊
揆

大
使
を
訪
れ
、
一
昨
年
１２
月

の
従
軍
慰
安
婦
問
題
に
関
す

る
韓
日
合
意
が
両
国
間
で
誠

実
に
履
行
さ
れ
て
い
く
こ
と

を
文
書
で
求
め
た

写
真
。

昨
年
末
、
釜
山
の
日
本
総

領
事
館
前
に
従
軍
慰
安
婦
を

象
徴
し
た
少
女
像
が
設
置
さ

れ
た
こ
と
で
韓
日
関
係
は
暗

雲
が
か
か
っ
た
。
こ
れ
に
対

し
て
民
団
で
は
１２
日
の
新
年

会
の
席
で
呉
団
長
が
あ
い
さ

つ
を
通
し
て
「
韓
日
関
係
が

悪
化
す
れ
ば
最
も
被
害
を
受

け
る
の
は
在
日
同
胞
。
両
国

が
合
意
し
た
約
束
事
項
は
し

っ
か
り
履
行
す
べ
き
だ
し
、

釜
山
の
少
女
像
は
な
く
す
べ

き
」
と
呼
び
か
け
て
い
た
。

席
上
、
呉
団
長
は
「
今
の

状
況
が
続
く
と
反
日
、
反
韓

感
情
が
エ
ス
カ
レ
ー
ト
し
、

在
日
同
胞
の
生
活
に
も
大
き

な
打
撃
と
な
る
」
と
早
期
解

決
を
求
め
た
。李
大
使
は「
皆

さ
ん
の
気
持
ち
は
良
く
理
解

し
て
お
り
、
し
っ
か
り
と
本

国
に
伝
え
る
」
と
応
え
た
。

呉
団
長
は
近
く
訪
韓
し
、

尹
炳
世
外
交
部
長
官
を
は
じ

め
各
政
党
に
在
日
同
胞
の
立

場
を
伝
え
る
予
定
だ
。

民
団
中
央
本
部
と
東
京
本
部
が
合
同
主
催
し
た
２
０
１
７
年
度
新
年
会
が
１２
日
、

東
京
都
内
の
ホ
テ
ル
で
開
か
れ
、
首
都
圏
を
は
じ
め
全
国
主
要
本
部
の
民
団
幹
部
や

韓
日
両
国
の
国
会
議
員
、
友
好
団
体
代
表
ら
６
０
０
余
人
が
参
加
し
た

写
真
。
両

国
の
国
会
議
員
ら
来
賓
は
、
創
団
７０
周
年
の
一
連
の
活
動
を
評
価
す
る
と
と
も
に
、

ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
（
差
別
的
憎
悪
表
現
）
の
根
絶
の
た
め
に
全
力
を
尽
く
す
と
強
調

し
た
。
ま
た
、「
慰
安
婦
問
題
」
で
韓
日
関
係
が
再
び
悪
化
す
る
こ
と
が
な
い
よ
う

一
昨
年
末
の
韓
日
合
意
の
履
行
と
未
来
志
向
の
韓
日
関
係
構
築
を
訴
え
た
。

（
３
面
に
韓
日
双
方
来
賓
の
祝
辞
要
旨
）

中
央
本
部
の
呉
公
太
団
長

は
新
年
辞
で
、
「
創
団
７０
周

年
の
昨
年
、
青
少
年
１
５
０

０
人
の
母
国
訪
問
と
本
国
写

真
展
を
成
功
裏
に
開
催
し
、

主
要
テ
レ
ビ
で
在
日
ド
キ
ュ

メ
ン
タ
リ
ー
が
放
映
さ
れ

た
」
と
評
価
し
た
。
在
日
同

胞
の
本
国
貢
献
の
歴
史
に
つ

い
て
は
、
継
続
し
て
教
科
書

掲
載
を
求
め
て
い
く
こ
と
を

明
ら
か
に
し
た
。

ま
た
、
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ

対
策
法
が
施
行
さ
れ
た
が
、

今
な
お
根
絶
さ
れ
て
い
な
い

現
状
に
鑑
み
、
ヘ
イ
ト
ス
ピ

ー
チ
が
な
く
な
る
ま
で
粘
り

強
く
努
力
す
る
決
意
を
示
し

た
。続

け
て
、
再
燃
し
た
慰
安

婦
問
題
に
つ
い
て
、
「
一
昨

年
の
韓
日
合
意
は
、
両
国
政

府
が
苦
渋
の
末
に
選
択
し
た

結
果
で
あ
り
、
両
国
の
関
係

発
展
の
た
め
の
英
断
で
あ
る

と
評
価
し
て
い
る
。そ
の
後
、

少
し
ず
つ
韓
日
関
係
が
改
善

さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
」
と
述
べ

た
上
で
、
本
国
の
国
民
に
対

し
て
、
「
韓
国
と
日
本
の
国

家
と
し
て
の
約
束
が
簡
単
に

壊
れ
て
は
な
ら
な
い
。
こ
の

ほ
ど
釜
山
の
日
本
総
領
事
館

前
に
設
置
さ
れ
た
少
女
像
は

な
く
す
べ
き
だ
と
い
う
の

が
、
私
た
ち
在
日
同
胞
の
共

通
し
た
切
実
な
思
い
だ
。
国

民
の
皆
さ
ん
の
冷
静
か
つ
賢

明
な
判
断
と
、
日
本
政
府
が

冷
静
に
対
処
す
る
こ
と
を
望

む
」
と
要
望
し
た
。

さ
ら
に
、
「
今
年
は
未
来

創
造
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
実
現
す

る
元
年
だ
。
未
来
に
向
か
い

韓
日
友
好
の
懸
け
橋
の
役
割

と
次
世
代
育
成
に
全
力
を
傾

け
、
最
善
を
尽
く
す
こ
と
を

約
束
す
る
」
と
強
調
し
た
。

李
俊
揆
駐
日
大
使
は
「
韓

日
関
係
が
厳
し
く
な
れ
ば
、

一
番
苦
労
す
る
の
は
民
団
を

は
じ
め
と
し
た
在
日
同
胞
で

あ
り
、
心
苦
し
く
思
う
。
両

国
指
導
者
と
政
府
は
『
慰
安

婦
合
意
』
を
必
ず
履
行
す
べ

き
で
あ
り
、
友
好
関
係
を
保

っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
今
の
難
局
を
早
く
収
束

さ
せ
、
両
国
関
係
が
再
び
発

展
す
る
よ
う
最
善
の
努
力
を

す
る
こ
と
を
約
束
す
る
」
と

決
意
を
示
し
た
。
民
団
に
対

し
て
は
、
「
昨
年
の
創
立
７０

周
年
で
明
る
い
未
来
に
向
け

た
発
展
の
土
台
を
つ
く
っ

た
。
今
年
は
６０
万
在
日
同
胞

の
求
心
体
と
し
て
希
望
の
柱

を
築
き
上
げ
る
と
同
時
に
、

日
本
の
発
展
の
た
め
に
も
積

極
か
つ
創
造
的
に
参
与
す
る

よ
う
望
む
」
と
結
ん
だ
。

呉
公
太
団
長
は
新
年
会
会

場
で
あ
い
さ
つ
後
、
別
室
で

会
見
を
開
き
、
「
慰
安
婦
問

題
」
発
言
に
つ
い
て
記
者
団

の
質
問
に
答
え
た
。

―
韓
国
内
で
様
々
な
反
響

を
呼
ぶ
と
思
う
が
。

反
発
も
想
像
さ
れ
る
が
、

民
団
と
し
て
何
回
も
会
議
を

重
ね
た
。
こ
の
問
題
で
声
を

上
げ
ら
れ
る
同
胞
の
大
き
な

組
織
が
、
全
世
界
や
韓
国
を

見
て
も
他
に
な
い
。
わ
れ
わ

れ
が
で
き
る
最
善
の
努
力
を

し
よ
う
と
の
覚
悟
で
発
表
し

た
。こ

の
問
題
で
一
番
被
害
を

受
け
る
の
は
、
わ
れ
わ
れ
在

日
同
胞
だ
。

―
釜
山
総
領
事
館
前
の
慰

安
婦
少
女
像
の
撤
去
に
つ
い

て
は
？

撤
去
す
る
に
は
相
当
の
労

力
と
時
間
が
か
か
る
と
思
う

が
、
現
地
の
管
轄
官
庁
に
出

向
い
て
で
も
、
要
望
を
し
た

い
と
考
え
て
い
る
。
一
番
お

願
い
し
た
い
の
は
、
こ
の
問

題
で
韓
国
が
分
裂
し
て
は
な

ら
ず
、
国
民
の
皆
さ
ん
に
冷

静
な
判
断
を
求
め
た
い
。

―
日
本
側
の
対
抗
措
置
を

ど
う
見
る
か
。

大
変
厳
し
い
と
思
う
が
、

早
く
問
題
解
決
を
し
た
い
と

い
う
日
本
側
の
思
い
も
理
解

で
き
る
気
が
す
る
。

も
う
少
し
冷
静
に
対
処
し

て
も
ら
い
た
い
と
い
う
思
い

が
あ
る
が
、
韓
国
サ
イ
ド
で

起
き
て
い
る
問
題
な
の
で
、

わ
れ
わ
れ
と
し
て
は
韓
国
に

強
く
要
望
し
て
い
き
た
い
。

今
回
こ
の
問
題
が
解
決
し

な
い
と
、
永
久
に
解
決
し
な

い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
危

機
感
を
も
っ
て
い
る
。
こ
れ

が
韓
国
と
日
本
の
外
交
関
係

の
ト
ゲ
に
な
り
、
未
来
志
向

的
な
二
国
間
関
係
の
構
築
を

難
し
く
し
て
い
る
。

―
「
韓
日
合
意
」
時
の
対

象
者
の
う
ち
、
現
時
点
で
３４

人
が
支
援
金
の
受
け
取
り
を

表
明
し
て
い
る
が
。

（
生
存
者
の
）
７０
％
の
ハ

ル
モ
ニ
が
受
け
取
り
を
表
明

し
て
い
る
が
、
韓
国
内
で
は

そ
の
事
実
が
ほ
と
ん
ど
伝
え

ら
れ
て
い
な
い
。
こ
の
問
題

が
違
う
と
こ
ろ
で
動
い
て
お

り
、
政
治
利
用
さ
れ
て
い
る

こ
と
に
尽
き
る
と
思
う
。
一

番
は
ハ
ル
モ
ニ
た
ち
が
心
か

ら
治
癒
さ
れ
る
方
法
で
解
決

さ
れ
る
こ
と
だ
。

日
本
側
来
賓
と
し
て
額
賀

福
志
郎
・
日
韓
議
員
連
盟
会

長（
自
民
党
衆
議
院
議
員
）、

河
村
建
夫
・
日
韓
親
善
協
会

中
央
会
会
長
（
自
民
党
衆
議

院
議
員
）
、
太
田
昭
宏
・
公

明
党
衆
議
院
議
員
、
羽
田
雄

一
郎
・
民
進
党
参
議
院
議
員
、

小
池
晃
・
日
本
共
産
党
参
議

院
議
員
、
福
島
み
ず
ほ
・
社

会
民
主
党
参
議
院
議
員
が
、

祝
辞
を
述
べ
た
。

各
党
の
代
表
ら
は
民
団
創

団
７０
周
年
を
評
価
し
な
が

ら
、
新
し
い
年
に
期
待
を
込

め
た
。
「
日
韓
の
新
し
い
幕

開
け
を
期
待
し
た
国
民
に
対

し
て
、
政
治
が
裏
切
っ
て
は

な
ら
な
い
。
国
と
国
と
の
約

束
を
全
身
全
霊
で
守
っ
て
い

く
」、「
民
団
に
と
っ
て
、
未

来
創
造
の
一
年
に
な
る
と
確

信
し
て
い
る
。
長
い
歴
史
の

中
で
日
韓
関
係
は
い
ろ
ん
な

問
題
が
あ
っ
た
が
、
幾
た
び

か
乗
り
越
え
て
き
た
」
「
ヘ

イ
ト
ス
ピ
ー
チ
法
案
が
成
立

し
、
具
体
的
な
成
果
と
な
っ

て
現
れ
て
い
る
。
慰
安
婦
問

題
な
ど
困
難
な
課
題
は
あ
る

が
、
今
日
を
契
機
に
打
開
し

た
い
」
「
日
韓
国
民
同
士
の

信
頼
と
和
解
の
機
運
が
、
確

実
に
高
ま
っ
て
い
る
。
政
治

が
そ
れ
を
醸
成
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
」
「
日
本
か
ら
ヘ

イ
ト
ス
ピ
ー
チ
を
根
絶
す
る

た
め
に
引
き
続
き
頑
張
る
決

意
だ
。
永
住
外
国
人
の
地
方

参
政
権
も
超
党
派
で
力
を
合

わ
せ
て
実
現
に
向
け
て
努
力

す
る
」
「
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ

を
根
絶
し
、
共
生
社
会
を
民

団
と
と
も
に
つ
く
っ
て
い
き

た
い
」
な
ど
と
表
明
し
た
。

韓
国
側
来
賓
は
徐
清
源
・

韓
日
議
員
連
盟
会
長
（
セ
ヌ

リ
党
最
高
顧
問
）
と
金
守
漢

・
韓
日
親
善
協
会
中
央
会
会

長
（
元
国
会
議
長
）
が
、
祝

辞
を
述
べ
た
。
両
会
長
は
、

「
２４
年
も
か
か
っ
た
慰
安
婦

問
題
が
、
や
っ
と
解
決
の
糸

口
を
見
つ
け
、
合
意
事
項
が

実
行
さ
れ
て
い
る
過
程
だ
。

政
治
家
が
円
滑
に
こ
の
問
題

を
解
決
し
、
韓
日
関
係
改
善

に
も
努
力
す
る
」
「
小
異
を

捨
て
て
大
同
に
つ
く
。
韓
国

と
日
本
が
手
を
取
り
合
っ

て
、
北
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る

安
全
、
繁
栄
の
た
め
に
努
力

し
て
い
く
こ
と
が
、
両
国
、

両
国
国
民
の
た
め
に
な
る
こ

と
だ
」
と
強
調
し
た
。

同胞新成人が
夢実現へ意欲
「成人の日」を前後して全

国各地の民団、青年会が同胞
新成人の門出を祝った。真新
しい韓服やスーツに身を包ん
だ新成人たちは、自己実現に
意欲を燃やしていた。（５面）

在日３世女優 翻訳戯曲賞受賞
大阪芸大出身で韓国留学や在日同胞団体に勤

めたこともある洪明花さんが、女優や通訳のか
たわら初めて韓国語による翻訳戯曲で受賞し、
マルチな才能ぶりを見せた。 （６面）

昨
年
９
月
２１
日
、
呉
公
太

中
央
団
長
名
義
で
「
人
権
救

済
申
立
て
」
を
行
っ
た
件
に

つ
い
て
、
東
京
法
務
局
は
同

年
１２
月
２７
日
付
で
「
人
権
侵

犯
の
事
実
が
あ
っ
た
と
ま
で

は
判
断
す
る
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
。
侵
犯
事
実
不
明
確

の
決
定
を
し
た
」
と
通
知
し

て
き
た
。

「
人
権
救
済
申
立
て
」
は

昨
年
７
月
１５
日
、
在
特
会
の

桜
井
誠
前
会
長
が
、
東
京
都

知
事
選
挙
活
動
中
、
民
団
中

央
会
館
前
で
「
日
本
か
ら
さ

っ
さ
と
出
て
行
け
」
な
ど
と

差
別
発
言
し
た
こ
と
を
、
民

団
職
員
に
対
す
る
ヘ
イ
ト
ス

ピ
ー
チ
だ
と
問
題
視
し
た
も

の
。
今
回
の
決
定
に
当
事
者

や
有
識
者
ら
が
コ
メ
ン
ト
を

寄
せ
た
。

人
権
擁
護
委
員
会
・
李
根

委
員
長

人
権
問
題
に
中

立
は
な
い
と
の
基
本
姿
勢
で

判
断
し
て
ほ
し
か
っ
た
。
し

か
し
、
法
務
省
の
取
り
組
み

は
２
０
１
４
年
９
月
以
降
劇

的
に
か
わ
り
、
ヘ
イ
ト
ス
ピ

ー
チ
に
関
す
る
実
態
調
査
を

行
い
人
権
啓
発
に
力
を
入
れ

て
い
る
。
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を

示
し
た
の
も
評
価
で
き
る
。

委
員
会
は
不
備
の
あ
る
ヘ
イ

ト
対
策
法
を
よ
り
強
固
な
法

律
へ
と
変
え
る
活
動
の
重
要

性
を
再
認
識
し
た
。

有
田
芳
生
・
民
進
党
参
議

院
議
員

職
業
的
な
差
別
主

義
者
で
あ
る
桜
井
誠
前
会
長

が
、
都
知
事
選
挙
時
に
意
図

し
て
民
団
本
部
前
で
行
っ
た

演
説
は
、
典
型
的
な
ヘ
イ
ト

ス
ピ
ー
チ
を
ふ
く
む
も
の

だ
。
こ
れ
は
京
都
朝
鮮
初
級

学
校
襲
撃
事
件
で
「
日
本
か

ら
叩
き
出
せ
」
な
ど
と
叫
ん

だ
こ
と
が
「
憲
法
１３
条
に
い

う
『
公
共
の
福
祉
』
に
反
し

て
お
り
、
表
現
の
自
由
の
濫

用
で
あ
っ
て
、
法
的
保
護
に

値
し
な
い
」
と
し
た
最
高
裁

判
決
と
同
様
の
発
言
だ
。
東

京
法
務
局
が
「
侵
犯
事
実
不

明
確
」
と
し
た
こ
と
は
、
こ

こ
数
年
間
に
わ
た
り
法
務
省

人
権
擁
護
局
が
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
き
た
水
準
か
ら
の

明
ら
か
な
後
退
だ
。

法
曹
フ
ォ
ー
ラ
ム
・
張
界

満
弁
護
士

法
務
省
の
ヘ
イ

ト
ス
ピ
ー
チ
に
関
す
る
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
に
照
ら
し
て
も
、

桜
井
前
会
長
の
街
宣
が
ヘ
イ

ト
ス
ピ
ー
チ
に
該
当
す
る
事

は
明
白
だ
。
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
決
定
は
「
不
明
確
」
で

あ
っ
た
。
選
挙
活
動
を
利
用

し
た
ヘ
イ
ト
に
対
し
て
は
、

対
策
法
は
も
ち
ろ
ん
公
選
法

の
改
正
ま
で
も
模
索
す
べ
き

だ
。
良
心
的
日
本
社
会
と
団

結
し
、
ヘ
イ
ト
根
絶
に
向
け

て
不
断
の
努
力
が
必
要
だ
。

師
岡
康
子
弁
護
士

選
挙

活
動
中
は
「
無
敵
」
と
し
、

選
挙
活
動
を
名
目
に
し
て

「
快
感
」
と
締
め
く
く
っ
た

文
脈
を
総
合
的
に
判
断
す
れ

ば
、
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
解
消

法
２
条
の
定
義
す
る
「
社
会

か
ら
排
除
す
る
こ
と
を
煽
動

す
る
不
当
な
差
別
的
言
動
」

に
該
当
す
る
人
権
侵
害
行
為

と
な
る
は
ず
で
、
不
可
解
な

決
定
だ
。
放
置
す
る
こ
と
は

ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
解
消
法
の

責
務
に
逆
行
す
る
。
法
務
局

は
解
消
法
７
条
の
啓
発
活
動

の
一
環
と
し
て
選
挙
活
動
の

ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
に
つ
い
て

見
解
を
出
し
歯
止
め
を
か
け

る
べ
き
だ
。

在
日
の
仲
間

サ
ラ
ン
ヘ
ー

東
京
法
務
局「
侵
犯
不
明
確
」決
定

在
特
会
前
会
長
の
民
団
前
演
説

成
人
式
を
終
え
、
指
で
ハ
ー
ト
マ
ー
ク

（
１５
日
、
韓
国
大
使
館
で
）

▼
５
面
に
関
連
記
事

識
者
コ
メ
ン
ト

次
世
代
の
育
成
さ
ら
に

ヘ
イ
ト
Ｓ
根
絶
運
動
も
継
続

信
頼
・
和
解
の
機
運
大
事
に

韓
・
日

来

賓

呉
中
央
団
長
が
会
見

両国関係の悪化で

一番の被害者は在日

韓
日
合
意
誠
実
履
行
を

慰
安
婦
問
題

民
団
が
大
使
に
申
し
入
れ

未来創造 全同胞の力で

ヘイト該当は明白

放置は「法」に逆行

（毎週水曜日発行）週 刊２０１７年１月１８日（水曜日）民 団 新 聞（１９６５年８月７日第三種郵便物認可第２７号・東鉄局特別扱承認新聞第１１号。定価月額５００円。但し団員は団費に含む）

次
号
は
１
月
２５
日
付

第２８５９号（１）

今号の読みどころ



◆華川ヤマメ祭り 外国人観光客増

１４日に

江原道華

川郡で開

催された

「華川ヤ

マ メ 祭

り」に参

加を申し

込んだ外国人観光客の数が昨年より

急増したことが分かった 写真。昨

年の申し込み７０４８人に対し、今年は

１万４５８９人で、２倍以上の増加とな

った。旅行代理店を介さない個人旅

行客の数も含めると参加者は更に増

える。

◆５月「９連休」で国内消費拡大へ

韓国雇用労働部では国内の内需活

性化のために、今年５月の第１週を

中心に最長９日間の「ゴールデンウ

ィーク」を設ける案が検討されてい

る。昨年５月６日を臨時公休指定し

たことで国内での百貨店売り上げ

や、観光施設への入場者数が増加し、

国内消費が伸びたことを鑑みてのこ

と。

◆尚州に「韓服振興院」４月着工

韓服の産業発展を目指し、韓服の

原料である絹・レーヨンの名産地で

ある慶尚北道尚州市に「韓服振興院」

が建設される。今年４月に着工し、

来年の完成を目指す。約１万９０００平

方 の用地にそれぞれ展示用の広報

館、研究館・職人を育成する教育機

関などを建設する予定だ。

◆起亜自動車 新型モデル公開

米国で

開催され

た「北米

国際オー

ト シ ョ

ー」で起

亜自動車

は５人乗

り新型セ

ダン「スティンガー」を初公開した

写真。同社モデルの中では最高の加

速力を誇り、速度は５．１秒で時速１００

に達することが出来る。国内では

今年の上半期内での発売を計画して

いる。

◆サムソン折り畳み式スマホ開発

画面が折りたためる新型のスマホ

「フォーダブルフォン」がサムソン

電子から発売されるとの予測が出て

いる。これまではコスト面の問題で

商用化に至っていなかったが、早け

れば今年の下半期に「ギャラクシー

Ｘ」というブランドで公開されると

いう。

◆スマホアプリの使用率１位

ＩＴ大手グーグルの韓国法人、グ

ーグルコリアがスマホのアプリ使用

状況を１０カ国を対象に調査した。そ

の結果、２０１６年で韓国が最もインス

トールしたアプリが多い国だったこ

とが分かった。対象になったのは日

本・シンガポール・インドネシアな

ど１０カ国のスマホユーザー１万人。

韓国人は平均５３のアプリをインスト

ールしており、２位のシンガポール

（３５～４５）と大きく差が開いた。

◆若手バレリーナ 英国名門に入団

バレリーナのチョン・ジュンヒョ

ク（１９）

（写真）

が、世界

トップバ

レエ団の

一つと言

われてい

るイギリ

スのロイ

ヤルバレエ団に入団する。バレエ団

シーズンが始まる８月に正式入団す

る予定。在日韓国人４世のバレリー

ナ、チェ・ユヒ以降、２度目の韓国

人ロイヤルバレエ団団員となる。彼

は２０１４年３月、ロイヤルバレエ学校

に東洋人としては初めてすべてのプ

ログラムの全額奨学生に選ばれた。

九州
幸銀

横浜
中央

横
浜
中
央
信
用
組
合
（
呉
龍
夫
理
事
長
、
本
店
・
横
浜
市
）
と
九
州
幸
銀
信
用
組
合
（
金
龍
海
会
長
、
溝
江
雅
夫
理

事
長
、
本
店
・
福
岡
市
）
は
１０
日
、
そ
れ
ぞ
れ
臨
時
総
代
会
を
開
催
し
、
昨
年
１２
月
２２
日
に
締
結
し
た
合
併
契
約
書
を

賛
成
多
数
で
承
認
し
た
。
韓
信
協
（
在
日
韓
国
人
信
用
組
合
協
会
）
が
１１
日
に
発
表
し
た
。

合
併
期
日
は
３
月
１３
日

で
、
九
州
幸
銀
は
消
滅
組
合

に
し
横
浜
中
央
を
存
続
組
合

と
し
た
。
名
称
は
「
横
浜
幸

銀
信
用
組
合
」。
本
店
は
現
、

横
浜
中
央
信
用
組
合
本
店
に

置
き
、
本
部
を
現
九
州
幸
銀

本
部
に
置
く
。

両
組
合
の
合
併
に
よ
っ

て
、
営
業
エ
リ
ア
は
関
東
、

北
陸
、
甲
信
越
、
九
州
の
１６

県
に
ま
た
が
る
広
域
圏
と
な

り
、
総
預
金
高
は
３
２
０
５

億
６
８
０
０
万
円
、
貸
出
金

は
２
３
３
３
億
５
０
０
万

円
。
組
合
員
数
は
５
万
３
７

７
人
、
店
舗
数
は
２６
、
常
勤

役
職
員
数
は
３
１
６
人
と
な

る
。
全
国
１
５
３
の
信
用
組

合
中
、
１２
～
１３
番
目
の
規
模

に
な
る
。
い
ず
れ
も
昨
年
１２

月
３１
日
現
在
。

こ
れ
に
よ
っ
て
、
韓
信
協

の
会
員
組
合
は
現
在
の
６
か

ら
５
に
な
る
。

両
組
合
の
合
併
は
昨
年
か

ら
推
進
し
、
足
元
の
金
融
機

関
の
競
争
激
化
を
踏
ま
え
、

今
後
も
持
続
的
な
成
長
を
遂

げ
る
た
め
、
さ
ら
な
る
ス
ケ

ー
ル
メ
リ
ッ
ト
の
追
求
が
不

可
欠
と
判
断
し
１０
月
２７
日
に

合
意
書
を
締
結
し
て
い
た
。

合
併
に
よ
り
両
組
合
の
営

業
エ
リ
ア
に
お
け
る
中
小
・

零
細
企
業
、
地
元
企
業
な
ど

へ
の
資
金
需
要
に
積
極
的
に

応
え
ら
れ
、
良
質
な
金
融
サ

ー
ビ
ス
の
提
供
が
期
待
で
き

る
。両

組
合
で
は
、
合
併
が
地

域
に
根
差
し
た
金
融
機
関
と

し
て
の
金
融
仲
介
機
能
を
強

化
し
地
域
社
会
の
発
展
に
貢

献
す
る
機
会
に
も
な
る
と
合

併
後
の
相
乗
効
果
を
期
待
し

て
い
る
。

韓
信
協
の
呉
龍
夫
会
長
は

「
遊
技
業
、
飲
食
店
、
建
築
、

土
木
な
ど
在
日
同
胞
社
会
の

基
幹
産
業
に
逆
風
が
吹
い
て

き
て
い
る
中
、
厳
し
い
金
融

競
争
で
生
き
残
る
た
め
５

年
、
１０
年
後
を
見
据
え
た
体

力
づ
く
り
の
た
め
に
合
併
を

推
進
し
た
」と
強
調
し
、「
今

回
は
互
い
に
安
定
し
た
状
況

で
あ
り
、
次
へ
の
ス
テ
ッ
プ

と
し
て
体
力
増
強
を
図
っ
て

い
く
こ
と
に
な
る
」
と
説
明

し
た
。

合
併
契
約
書
を
承
認
し
た
両
信
用
組
合
の
臨
時
総
代
会
（
い
ず
れ
も
１０
日
）

尊
敬
す
る
国
民
の
皆

様
。
２
０
１
７
丁
酉
の
新

年
が
明
け
ま
し
た
。

今
年
は
夜
明
け
を
告
げ

る
鶏
の
力
強
い
鳴
き
声
の

よ
う
に
大
韓
民
国
が
新
た

に
立
ち
上
が
る
「
希
望
と

挑
戦
の
新
年
」
に
な
る
こ

と
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
す
。

国
民
の
皆
様
の
ご
家
庭

が
健
康
と
幸
福
に
満
ち
る

こ
と
を
祈
念
申
し
上
げ
ま

す
。
特
に
、
生
活
困
難
な

隣
人
が
よ
り
暖
か
い
１
年

に
な
る
よ
う
願
っ
て
や
み

ま
せ
ん
。

私
は
今
年
も
国
民
の
意

思
を
謙
虚
に
受
け
止
め
韓

国
の
未
来
を
考
え
な
が
ら

安
定
し
た
国
政
運
営
に
全

力
を
尽
く
し
ま
す
。

堅
固
な
安
保
と
強
い
経

済
、
未
来
成
長
動
力
の
確

保
と
民
生
安
定
、
そ
し
て

国
民
の
安
全
を
最
優
先
課

題
と
し
、
政
府
の
全
力
量

を
集
中
し
て
い
き
ま
す
。

新
産
業
の
育
成
、
科
学

技
術
の
発
展
、
そ
し
て
社

会
の
各
部
門
の
創
造
と
革

新
を
通
じ
て
よ
り
良
き
未

来
を
備
え
て
い
き
ま
す
。

私
た
ち
の
社
会
に
希
望

を
育
て
、
そ
の
希
望
を
広

く
拡
散
さ
せ
て
い
き
ま

す
。
将
来
の
主
役
に
な
る

若
者
が
存
分
に
夢
を
実
現

で
き
る
よ
う
雇
用
の
拡
大

と
起
業
支
援
な
ど
に
一
層

注
力
し
ま
す
。

今
の
韓
国
を
成
し
遂
げ

る
た
め
に
献
身
し
て
こ
ら

れ
た
ご
年
配
の
皆
様
が
プ

ラ
イ
ド
を
持
つ
こ
と
が
で

き
、
女
性
が
よ
り
大
き
な

役
割
を
果
た
す
必
要
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
国
民
的

な
団
結
と
統
合
を
実
現
す

る
こ
と
が
時
代
的
使
命
だ

と
考
え
て
い
ま
す
。

私
を
は
じ
め
と
す
る
す

べ
て
の
公
職
者
が
国
民
の

皆
様
と
と
も
に
全
身
全
力

を
尽
く
し
ま
す
。

国
民
の
皆
様
、
明
け
ま

し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

相
乗
効
果
期
待

民
団
の
要
望
受
け

民
主
平
和
統
一
諮
問
会

議
（
民
主
平
統
）
の
権
泰

午
事
務
処
長
は
、
昨
年
１２

月
１５
日
に
東
京
都
内
で
開

か
れ
た
２
０
１
６
韓
日
平

和
統
一
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
民

団
中
央
本
部
の
呉
公
太
団

長
か
ら
「
在
日
同
胞
の
歴

史
を
本
国
の
教
科
書
に
掲

載
し
て
ほ
し
い
」
と
の
要

望
を
受
け
、
「
要
請
書
」

を
教
育
部
に
公
文
で
送
っ

た
こ
と
が
こ
の
ほ
ど
明
ら

か
に
な
っ
た
。

「
要
請
書
」
概
要
は
次

の
通
り
。

歴
史
教
育
は
わ
が
国
民

だ
け
で
な
く
、
在
外
同
胞

社
会
に
も
非
常
に
重
要
な

事
項
だ
と
思
い
ま
す
。
わ

が
７
５
０
万
在
外
同
胞

は
、
世
界
各
国
で
暮
ら
し

て
い
ま
す
。
在
外
同
胞
は

私
た
ち
と
歴
史
を
と
も
に

し
て
お
り
、
今
後
も
私
た

ち
と
と
も
に
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
わ
が
民
族
で

す
。特

に
、
６０
万
在
日
同
胞

の
活
動
は
わ
が
近
現
代
史

で
重
要
な
役
割
を
果
た
し

て
き
ま
し
た
。
日
本
植
民

地
支
配
期
に
強
制
で
徴
用

さ
れ
た
り
、
生
業
の
た
め

に
日
本
に
移
住
し
、
日
本

社
会
で
あ
ら
ゆ
る
差
別
と

蔑
視
を
受
け
、
生
活
し
な

が
ら
１
９
４
６
年
に
在
日

本
大
韓
民
国
民
団
を
結
成

し
、
▼
６
・
２５
戦
争
時
に

学
徒
義
勇
軍
を
派
遣
▼
日

本
大
使
館
を
は
じ
め
各
地

の
在
外
公
館
建
立
・
寄
贈

▼
産
業
化
時
代
に
九
老
工

団
な
ど
に
大
規
模
投
資
推

進
▼
１
９
８
８
年
ソ
ウ
ル

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
た
め
に

１
０
０
億
円
（
当
時
５
０

０
億

）
募
金
・
支
援
▼

Ｉ
Ｍ
Ｆ
経
済
危
機
時
に
大

規
模
外
貨
送
金
な
ど
、
祖

国
の
た
め
に
積
極
的
な
活

動
を
推
進
し
て
き
ま
し

た
。現

在
も
日
本
の
歴
史
歪

曲
に
対
し
て
持
続
的
に
闘

っ
て
お
り
、
在
日
同
胞
地

方
参
政
権
確
保
な
ど
在
日

同
胞
の
権
益
向
上
と
差
別

撤
廃
の
た
め
に
努
力
し
て

い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
事
実
が
歴

史
教
科
書
は
も
ち
ろ
ん
、

ど
の
よ
う
な
教
科
書
に
も

掲
載
さ
れ
て
お
ら
ず
、
学

生
た
ち
は
朝
総
連
は
知
っ

て
い
て
も
民
団
に
つ
い
て

は
ま
っ
た
く
知
ら
な
い
と

い
う
矛
盾
し
た
状
況
が
生

じ
て
い
ま
す
。

在
日
同
胞
社
会
が
こ
の

間
行
っ
て
き
た
祖
国
の
た

め
の
活
動
が
、
正
し
く
評

価
さ
れ
て
い
な
い
現
実

は
、
祖
国
に
対
し
て
物
足

り
な
さ
と
寂
し
さ
を
持
続

さ
せ
て
い
ま
す
。

歴
史
教
科
書
に
こ
の
よ

う
な
状
況
を
必
ず
反
映
さ

せ
る
よ
う
願
い
、
社
会
関

連
教
科
書
に
も
在
日
同
胞

の
活
動
を
は
じ
め
と
し
た

在
外
同
胞
関
連
事
項
を
反

映
さ
せ
、
在
外
同
胞
の
歴

史
と
活
動
を
学
生
た
ち
に

正
し
く
伝
え
て
く
だ
さ
る

よ
う
強
く
お
願
い
し
ま

す
。

尹
炳
世
外
交
部
長
官
は
１３

日
、
国
会
外
交
統
一
委
員
会

に
出
席
し
、
昨
年
末
に
市
民

団
体
が
釜
山
の
日
本
総
領
事

館
前
に
設
置
し
た
慰
安
婦
少

女
像
に
つ
い
て
、
「
国
際
社

会
で
は
、
外
国
公
館
前
に
施

設
物
や
造
形
物
を
設
置
す
る

こ
と
は
国
際
関
係
の
側
面
か

ら
望
ま
し
く
な
い
と
い
う
の

が
一
般
的
な
立
場
」
と
説
明

し
、
「
外
交
公
館
の
保
護
に

関
す
る
国
際
儀
礼
や
慣
行
を

考
慮
す
る
方
向
で
で
き
る
だ

け
努
力
す
る
」
と
表
明
し

た
。韓

国
政
府
の
立
場
に
つ
い

て
は
、
「
政
府
は
少
女
像
設

置
に
反
対
し
て
い
る
わ
け
で

は
な
く
、
場
所
の
問
題
に
つ

い
て
、
知
恵
を
集
め
る
必
要

が
あ
る
」
と
述
べ
た
。

最
大
野
党「
共
に
民
主
党
」

の
元
恵
栄
国
会
議
員
の
質
疑

に
対
し
、
「
少
女
像
設
置
に

反
対
す
る
と
い
う
よ
り
、（
慰

安
婦
被
害
者
を
）
追
悼
で
き

る
方
法
は
た
く
さ
ん
あ
る
た

め
、
国
際
社
会
に
納
得
し
て

も
ら
え
る
方
法
で
、
誤
解
を

招
か
な
い
方
向
で
し
た
ほ
う

が
良
い
と
い
う
意
味
だ
」
と

説
明
し
た
。
そ
の
上
で
、「
今

回
の
合
意
（
２
０
１
５
年
末

「
韓
日
合
意
」
）
で
受
け
取

っ
た
以
上
の
こ
と
を
過
去
に

受
け
取
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た

の
か
。
制
約
の
下
で
被
害
者

ハ
ル
モ
ニ
た
ち
が
亡
く
な
る

前
に
あ
る
程
度
慰
め
、
傷
を

癒
や
し
た
の
は
大
変
な
成

果
」
と
強
調
し
た
。

１０
億
円
の
拠
出
を
韓
国
が

要
求
し
た
の
か
、
日
本
が
提

案
し
た
の
か
を
問
う
質
問
に

つ
い
て
は
、
「
交
渉
で
は
、

拠
出
金
が
必
要
と
い
う
の
が

わ
れ
わ
れ
の
立
場
だ
っ
た
。

金
が
出
て
こ
そ
（
日
本
）
政

府
が
責
任
を
認
め
、
謝
罪
し

た
こ
と
に
な
る
」
と
し
て
、

「
私
が
要
求
し
た
」
と
答
弁

し
た
。

尹
長
官
は
同
委
員
会
へ
の

新
年
業
務
報
告
で
、
「
慰
安

婦
合
意
が
破
棄
さ
れ
れ
ば
、

韓
日
両
国
関
係
や
対
外
信
用

な
ど
、
国
益
に
深
刻
な
影
響

が
出
る
。
合
意
の
精
神
を
尊

重
し
な
が
ら
着
実
に
履
行
す

る
」
と
明
ら
か
に
し
た
。

在日の歴史

「
金
英
蘭
法
」緩
和

旧
正
月
は
現
行
で

政
府
、検
討
乗
り
出
す

旧
正
月
（
１
月
２８
日
）
ま

で
あ
と
２
週
間
と
な
っ
た
１５

日
の
日
曜
日
、
釜
山
市
海
雲

台
の
盤
如
農
産
物
卸
売
市
場

に
は
、
贈
答
用
の
果
物
を
買

い
求
め
る
人
々
で
に
ぎ
わ
っ

た

写
真
。
昨
年
９
月
に
施

行
さ
れ
た
「
金
英
蘭
法
」
と

呼
ば
れ
る
接
待
禁
止
法
に
よ

っ
て
、
５
万

未
満
の
製
品

が
目
立
っ
た
。

こ
の
上
限
額
が
厳
し
い
あ

ま
り
、
内
需
を
委
縮
さ
せ
て

い
る
と
の
指
摘
が
出
て
い
る

こ
と
か
ら
、
政
府
は
規
制
緩

和
の
検
討
に
乗
り
出
し
た
。

同
法
で
問
題
視
さ
れ
て
い

る
の
が
、飲
食
接
待
３
万

、

贈
り
物
５
万

、
慶
弔
費
１０

万

を
上
限
に
し
た
「
３
・

５
・
１０
規
制
」
だ
。

贈
り
物
の
や
り
と
り
が
増

え
る
旧
正
月
ま
で
に
法
改
正

を
実
施
し
た
か
っ
た
が
、
施

行
令
改
正
に
は
少
な
く
と
も

６０
日
は
か
か
る
た
め
、
今
年

は
現
行
の
ま
ま
と
し
た
。

統
一
部
に
よ
る
と
、
昨
年

に
韓
国
入
り
し
た
北
韓
脱
出

住
民
（
脱
北
者
）
数
は
１
４

１
４
人（
暫
定
数
）と
な
り
、

前
年
比
で
１１
％
増
え
た
。
昨

年
末
現
在
、
韓
国
に
定
着
し

た
脱
北
者
は
３
万
２
０
８
人

と
な
っ
て
い
る
。

２
０
１
１
年
末
、
北
韓
の

金
正
恩
政
権
発
足
後
、
脱
北

者
が
実
質
的
に
増
加
し
た
の

は
昨
年
が
初
め
て
。

０９
年
に
２
９
１
４
人
ま
で

増
え
た
脱
北
者
は
、
北
韓
当

局
の
国
境
取
り
締
ま
り
や
脱

北
へ
の
処
罰
が
強
化
さ
れ
た

な
ど
の
影
響
で
、
１１
年
は
２

７
０
６
人
、
１２
年
は
１
５
０

２
人
に
減
少
。
１３
年
は
１
５

１
４
人
で
前
年
と
ほ
ぼ
同
じ

数
に
な
っ
た
が
、
１４
年
に
１

３
９
７
人
、
１５
年
に
１
２
７

６
人
に
減
っ
て
い
た
。

昨
年
の
脱
北
者
の
増
加

は
、
金
正
恩
の
恐
怖
政
治
と

国
際
社
会
の
対
北
韓
制
裁
強

化
の
た
め
と
み
ら
れ
る
。
と

り
わ
け
、
海
外
に
派
遣
さ
れ

た
エ
リ
ー
ト
層
や
外
貨
稼
ぎ

の
労
働
者
ら
の
脱
北
が
急
増

し
た
。

統
一
部
の
関
係
者
は
「
海

外
レ
ス
ト
ラ
ン
の
従
業
員
や

海
外
派
遣
労
働
者
な
ど
、
第

三
国
で
勤
務
し
た
北
の
住
民

や
国
境
を
越
え
て
中
国
な
ど

第
三
国
に
滞
在
し
て
い
た
脱

北
者
の
韓
国
入
国
が
増
加
し

た
」
と
説
明
し
た
。

ま
た
、
「
エ
リ
ー
ト
層
の

脱
北
も
増
え
た
」
と
し
て
、

「
（
脱
北
者
定
着
支
援
施
設

の
）
ハ
ナ
院
を
経
ず
、
韓
国

社
会
に
定
着
す
る
（
情
報
機

関
・
国
家
情
報
院
の
）
特
別

保
護
対
象
も
増
え
た
」
と
明

ら
か
に
し
た
。

昨
年
７
月
、
韓
国
に
亡
命

し
た
北
韓
の
テ
・
ヨ
ン
ホ
前

駐
英
公
使
の
よ
う
に
、
北
韓

の
高
官
経
験
者
は
特
別
保
護

対
象
と
し
て
国
家
情
報
院
の

北
韓
離
脱
住
民
保
護
セ
ン
タ

ー
で
調
査
を
受
け
た
後
、
韓

国
社
会
に
定
着
す
る
。

水
素
燃
料
電
池
を
利
用

長
時
間
飛
行
ド
ロ
ー
ン
を

開
発
企
業
す
る
韓
国
の
ジ
ャ

イ
ア
ン
ト
ド
ロ
ー
ン
社
は
、

昨
年
１２
月
に
水
素
燃
料
電
池

を
利
用
し
た
ド
ロ
ー
ン
を
１

時
間
以
上
飛
行
さ
せ
る
こ
と

に
成
功
し
た
。
韓
国
で
１
時

間
以
上
の
飛
行
は
初
め
て
。

飛
行
に
成
功
し
た
ド
ロ
ー

ン
は
「
ア
ル
バ
ト
ロ
ス
ｐ
１

２
０
０
」
モ
デ
ル
で
固
体
高

分
子
形
燃
料
電
池
（
Ｐ
Ｅ
Ｍ

Ｆ
Ｃ
）
と
、
４
つ
の
モ
ー
タ

ー
で
駆
動
さ
れ
る
回
転
翼
タ

イ
プ
。

こ
れ
ま
で
の
ド
ロ
ー
ン

は
、
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池

を
使
用
し
て
、
飛
行
時
間
は

２０
分
前
後
だ
っ
た
。
ジ
ャ
イ

ア
ン
ト
ド
ロ
ー
ン
の
製
品
化

が
進
め
ば
、
飛
行
時
間
が
こ

れ
ま
で
の
約
３
倍
に
な
り
、

幅
広
い
活
用
が
期
待
で
き
そ

う
だ
。

次
世
代
の
新
エ
ネ
ル
ギ
ー

と
し
て
知
ら
れ
る
水
素
燃
料

電
池
は
、
す
で
に
自
動
車
や

航
空
機
の
動
力
源
と
し
て
開

発
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
ド
ロ
ー
ン

は
最
近
、
国
土
交
通
省
が
進

め
る
「
ド
ロ
ー
ン
モ
デ
ル
事

業
」
の
「
施
設
安
全
診
断
分

野
に
選
定
さ
れ
て
い
る
。

ＳＢＪ銀行調べ
（１月１７日現在）

１万円

１０７，２２３
ウォン

１００，９７７
ウォン

両替時

ウォン⇒円

円⇒ウォン

１万円

１０５，６６１
ウォン

１０２，５３９
ウォン

送金時

韓国⇒日本

日本⇒韓国

３月１３日に合併

公
館
前
設
置
は
不
適
切

尹
外
相

慰
安
婦
像
問
題
で
表
明

昨年１４１４人が韓国に

脱北者 金正恩政権後初の増加

臨
時
総
代
会
で
承
認

「
横
浜
幸
銀
」に

本
店
・
横
浜

本
部
・
福
岡

黄大統領権限代行新年辞（全文）

国
民
的
団
結
と
統
合

実
現
が
時
代
的
使
命

飛
行
時
間
１
時
間
以
上

韓
国
企
業

新
ド
ロ
ー
ン
開
発

韓
国
教
科
書
掲
載
を

民
主
平
統

教
育
部
に
要
請
書

（２）２０１７年１月１８日（水曜日）民 団 新 聞（第３種郵便物認可）第２８５９号



昨
年
、
民
団
は
創
団
７０
年

を
迎
え
韓
日
両
国
で
様
々
な

活
動
を
成
功
裏
に
終
え
ま
し

た
。
青
少
年
１
５
０
０
人
が

参
加
し
た
母
国
訪
問
と
在
日

７０
年
写
真
展
も
本
国
で
開
催

し
、
Ｋ
Ｂ
Ｓ
、
Ｙ
Ｔ
Ｎ
で
も

ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
が
放
映

さ
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
在
日
同
胞
が
本

国
に
貢
献
し
た
歴
史
が
教
科

書
に
掲
載
さ
れ
る
よ
う
継
続

し
て
活
動
を
展
開
し
て
い
き

ま
す
。
こ
れ
は
、
必
ず
掲
載

さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
強

力
に
要
請
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、日
本
の
国
内
で
は
、

ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
対
策
法
が

昨
年
６
月
に
施
行
さ
れ
ま
し

た
。
ご
尽
力
い
た
だ
い
た
議

員
の
先
生
方
や
関
係
者
の
皆

さ
ん
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。
し
か
し
、
ヘ
イ
ト

ス
ピ
ー
チ
は
今
も
な
お
根
絶

さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
日
本
の

社
会
で
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
が

な
く
な
る
ま
で
私
た
ち
は
粘

り
強
く
努
力
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

北
韓
の
金
正
恩
が
新
年
あ

い
さ
つ
の
中
で
、
「
い
つ
で

も
『
Ｉ
Ｃ
Ｂ
Ｍ
』
は
発
射
で

き
る
」
と
い
う
発
言
な
ど
を

見
て
も
、
北
韓
は
依
然
と
し

て
世
界
と
東
北
ア
ジ
ア
の
平

和
を
脅
か
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
以
上
の
暴
走
を
食
い

止
め
る
た
め
に
韓
日
両
国
は

昨
年
１１
月
に
「
Ｇ
Ｓ
Ｏ
Ｍ
Ｉ

Ａ
」
を
締
結
し
、
発
効
し
ま

し
た
。韓
日
両
国
が
連
携
し
、

安
保
対
策
を
打
ち
立
て
た
事

実
は
、
韓
半
島
の
存
亡
に
と

っ
て
非
常
に
心
強
い
力
に
な

り
ま
す
。

私
は
本
日
こ
の
場
で
慰
安

婦
問
題
に
つ
い
て
述
べ
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

残
念
な
が
ら
昨
年
末
に
駐

釜
山
日
本
総
領
事
館
前
に
慰

安
婦
少
女
像
が
設
置
さ
れ
、

こ
れ
に
抗
議
す
る
日
本
政
府

は
強
力
な
対
抗
措
置
を
取
り

ま
し
た
。
一
昨
年
１２
月
２８
日

の
合
意
は
、
両
国
政
府
が
苦

渋
の
末
に
選
択
し
た
結
果
で

あ
り
、
両
国
の
関
係
発
展
の

た
め
の
英
断
で
あ
る
と
評
価

し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
韓
国
と
日
本
の
冷

え
込
ん
だ
関
係
の
中
で
辛
い

思
い
を
し
て
い
る
私
た
ち
在

日
同
胞
に
は
、
渇
望
し
て
い

た
合
意
で
あ
り
、
そ
の
後
、

少
し
ず
つ
韓
日
関
係
が
改
善

さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
し
た
。

愛
す
る
国
民
の
皆
さ
ん
に

訴
え
た
い
こ
と
が
あ
り
ま

す
。韓

国
と
日
本
の
国
家
と
し

て
の
約
束
が
こ
ん
な
に
簡
単

に
壊
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
ほ
ど
設
置
さ
れ
た
慰

安
婦
少
女
像
を
な
く
す
べ
き

と
い
う
の
が
、
私
た
ち
１
０

０
万
在
日
同
胞
の
共
通
し
た

思
い
で
す
。

今
こ
そ
韓
日
間
の
合
意
が

誠
実
な
態
度
で
履
行
さ
れ
な

け
れ
ば
、
こ
の
問
題
は
永
遠

に
解
決
さ
れ
な
い
も
の
だ
と

思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
再
び

冷
え
込
ん
だ
両
国
関
係
が
始

ま
れ
ば
、
私
た
ち
同
胞
は
ど

う
な
り
ま
す
か
。
ま
た
も
息

を
殺
し
て
生
き
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
で
す
か
。

た
だ
た
だ
、
国
民
の
皆
さ

ん
の
冷
静
か
つ
賢
明
な
判
断

と
日
本
政
府
が
冷
静
に
対
処

す
る
こ
と
を
望
む
も
の
で

す
。２

０
１
７
年
は
創
団
７０
周

年
記
念
式
で
発
信
し
た

未
来
創
造
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
実
現
す
る
元
年
で

す
。未

来
に
向
か
い
「
韓

日
友
好
」
の
懸
け
橋
の

役
割
と
次
世
代
育
成
に

全
力
を
傾
け
、
最
善
を

尽
く
す
こ
と
を
お
約
束
い
た

し
ま
す
。

民
団
を
中
心
に
在
日
同
胞

が
総
力
結
集
し
、
と
も
に
私

た
ち
が
で
き
る
最
善
の
努
力

を
し
ま
し
ょ
う
。

昨
年
末
の
出
来
事
に
よ
っ

て
、
韓
日
関
係
が
厳
し
い
状

況
と
な
り
気
の
重
い
中
で
新

年
を
迎
え
ま
し
た
。
韓
日
関

係
が
厳
し
く
な
る
と
最
も
大

き
な
打
撃
を
受
け
る
の
が
民

団
を
初
め
と
し
た
在
日
同
胞

で
あ
り
、
私
と
し
て
も
申
し

訳
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

一
昨
年
末
の
従
軍
慰
安
婦

に
関
す
る
韓
日
の
合
意
事
項

は
必
ず
守
る
べ
き
で
あ
り
、

両
国
が
友
好
協
力
関
係
を
保

っ
て
い
く
べ
き
だ
と
確
信
し

て
い
ま
す
。

今
の
難
局
を
い
ち
早
く
解

決
さ
せ
、
両
国
関
係
が
再
び

発
展
の
道
に
入
れ
る
よ
う
全

力
を
尽
く
し
ま
す
。

こ
の
会
場
に
は
民
団
の
リ

ー
ダ
ー
と
韓
日
両
国
リ
ー
ダ

ー
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
。
韓

日
両
国
が
様
々
な
困
難
を
乗

り
こ
え
て
ベ
ス
ト
フ
レ
ン
ド

に
な
る
た
め
に
、
皆
さ
ま
の

力
添
え
を
お
願
い
し
ま
す
。

韓
国
は
現
在
、
国
内
政
治

で
極
め
て
困
難
な
時
期
を
迎

え
て
い
ま
す
。
ま
さ
し
く
危

機
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。
こ

の
危
機
を
賢
く
乗
り
こ
え
、

再
び
発
展
と
繁
栄
の
道
へ
と

戻
れ
る
よ
う
皆
さ
ま
の
ご
声

援
を
お
願
い
し
ま
す
。

民
団
は
昨
年
、
創
立
７０
周

年
を
迎
え
、
未
来
に
向
け
た

革
新
と
発
展
へ
の
礎
を
つ
く

り
ま
し
た
。
今
年
は
民
団
が

６０
万
同
胞
の
求
心
体
と
し
て

希
望
の
柱
を
築
く
と
と
も
に

日
本
社
会
の
発
展
の
た
め
に

も
積
極
的
か
つ
創
造
的
に
寄

与
し
て
い
く
基
盤
を
築
く
よ

う
期
待
し
て
い
ま
す
。

河村会長とともに日韓親善協会の役員が壇上に勢ぞろい

日
韓
国
交
５０
周
年
の
一
昨

年
、
未
来
志
向
の
も
と
、
両

国
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
で
最

大
間
の
懸
案
だ
っ
た
慰
安
婦

問
題
に
つ
い
て
両
国
が
合
意

し
、
ま
さ
に
、
将
来
に
向
か

っ
て
歩
ん
で
い
ま
し
た
。

昨
年
、
民
団
は
７０
周
年
式

典
で
、
７０
年
間
を
苦
し
い
中

で
経
済
基
盤
を
作
り
上
げ
、

本
国
の
再
建
に
も
最
大
の
貢

献
を
し
て
き
た
歴
史
を
力
に

新
し
い
未
来
づ
く
り
を
誓
い

合
っ
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま

す
。新

し
い
希
望
を
持
っ
て
新

年
を
迎
え
た
か
っ
た
と
こ

ろ
、
残
念
な
が
ら
暗
雲
が
巻

き
起
こ
り
ま
し
た
。
韓
日
の

多
く
の
国
民
が
新
し
い
日
韓

関
係
を
期
待
し
て
い
た
と

き
、
政
治
が
こ
れ
を
裏
切
っ

て
は
な
ら
な
い
と
確
信
し
て

い
ま
す
。

日
韓
は
国
交
回
復
後
の
５０

年
、
山
あ
り
谷
あ
り
の
中
、

つ
ね
に
希
望
を
捨
て
る
こ
と

な
く
、
パ
イ
プ
を
通
じ
て
率

直
な
意
見
交
換
を
し
な
が
ら

今
日
ま
で
の
関
係
を
築
い
て

き
ま
し
た
。

今
回
も
徐
清
源
韓
日
議
員

連
盟
会
長
と
互
い
に
将
来
に

向
か
っ
て
前
進
し
て
い
こ
う

と
約
束
し
合
い
ま
し
た
。
民

団
の
皆
さ
ま
と
も
一
致
協
力

し
な
が
ら
問
題
の
改
善
に
努

力
し
て
い
き
ま
す
。

今
回
、
日
本
政
府
が
執
っ

た
大
使
、
総
領
事
の
一
時
帰

国
も
初
心
に
返
っ
て
頑
張
ろ

う
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
だ
と

理
解
し
て
頂
き
た
い
。

要
旨

創
立
７０
年
の
歴
史
を
も
つ

民
団
は
、
祖
国
の
近
代
化
と

発
展
に
貢
献
し
て
き
ま
し

た
。
あ
ら
た
め
て
感
謝
を
申

し
上
げ
ま
す
。

今
、
韓
国
は
最
大
の
政
治

的
困
難
の
さ
中
で
す
が
、
そ

う
い
う
時
で
あ
っ
て
も
皆
さ

ん
に
あ
い
さ
つ
す
る
の
が
道

理
だ
と
思
っ
て
や
っ
て
き
ま

し
た
。
民
団
団
長
や
大
使
ら

か
ら
貴
重
な
話
を
聞
か
さ
れ

ま
し
た
が
、
私
た
ち
は
未
来

の
た
め
に
難
局
を
乗
り
越
え

な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

２４
年
も
か
か
っ
た
慰
安
婦

問
題
が
、
や
っ
と
解
決
の
糸

口
を
見
つ
け
、
合
意
事
項
が

実
行
さ
れ
て
い
る
過
程
で
、

釜
山
の
日
本
総
領
事
館
前
の

慰
安
婦
少
女
像
問
題
が
起

き
、
韓
日
関
係
は
悪
化
の
一

途
を
た
ど
っ
て
い
ま
す
。

た
だ
、
今
よ
り
も
っ
と
厳

し
い
時
代
が
あ
り
ま
し
た
。

韓
国
の
政
治
家
も
こ
の
問
題

に
取
り
組
ま
な
く
て
は
な
ら

な
い
の
で
す
が
、
大
統
領
が

弾
劾
さ
れ
る
な
ど
、
憲
政
以

降
最
大
の
危
機
に
あ
り
、
政

治
家
も
困
難
な
時
期
に
あ
り

ま
す
。
い
ず
れ
政
治
家
が
円

滑
に
こ
の
問
題
を
解
決
し
、

韓
日
関
係
改
善
に
も
努
力
し

ま
す
が
、
ぜ
ひ
こ
の
状
況
を

民
団
の
皆
さ
ん
に
も
理
解
し

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。新

年
会
後
に
日
韓
、
韓
日

議
連
で
懸
案
に
つ
い
て
話
し

合
い
ま
す
。
こ
の
問
題
を
賢

明
に
解
決
す
る
た
め
に
、
韓

国
野
党
議
員
も
含
め
て
い
い

意
見
交
換
が
で
き
れ
ば
と
期

待
し
て
い
ま
す
。

私
ど
も
日
韓
親
善
協
会
は

民
団
と
最
も
近
い
と
こ
ろ

で
、
全
国
の
組
織
と
と
も
に

友
好
を
深
め
て
い
ま
す
。
今

年
は
民
団
に
と
っ
て
７１
年
目

の
新
た
な
出
発
点
で
も
あ

り
、
未
来
創
造
そ
し
て
未
来

志
向
の
日
韓
親
善
活
動
に
頑

張
っ
て
い
け
る
素
晴
ら
し
い

年
に
な
る
こ
と
を
確
信
し
て

い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
長
い
歴
史
の
中

で
両
国
は
様
々
な
問
題
を
抱

え
な
が
ら
、
何
度
も
乗
り
こ

え
て
き
ま
し
た
。
今
回
の
件

（
釜
山
総
領
事
館
）も
そ
の
ひ

と
つ
の
山
だ
と
思
い
ま
す
。

大
使
が
述
べ
ら
れ
た
よ
う

に
、
今
韓
国
は
大
変
厳
し
い

状
況
に
あ
る
と
い
う
こ
と
を

理
解
し
て
い
ま
す
。
日
本
も

同
じ
よ
う
に
い
く
つ
か
の
困

難
を
乗
り
こ
え
て
き
ま
し

た
。韓

国
に
お
い
て
も
必
ず
や

政
情
不
安
を
乗
り
切
っ
て
、

さ
ら
に
新
し
い
国
づ
く
り
に

邁
進
さ
れ
る
と
信
じ
て
い
ま

す
。
そ
の
意
味
で
も
民
団
の

皆
さ
ま
の
活
躍
が
本
国
の
未

来
を
明
る
く
し
て
い
く
大
き

な
力
に
な
る
と
信
じ
て
い
ま

す
。日

韓
親
善
協
会
と
し
て
も

未
来
志
向
の
両
国
関
係
を
築

く
た
め
各
地
方
の
日
韓
協
が

ひ
と
つ
に
な
っ
て
草
の
根
活

動
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

韓
国
と
日
本
が
仲
悪
く
な

っ
て
は
、
何
の
利
に
も
な
り

ま
せ
ん
。
日
本
の
た
め
に
も

韓
国
の
た
め
に
も
、
こ
れ
は

一
種
の
自
殺
行
為
の
よ
う
な

愚
か
な
考
え
で
は
な
い
か
と

私
は
思
い
ま
す
。

「
小
異
を
捨
て
て
大
同
に

就
く
」
の
諺
の
よ
う
に
、
韓

国
と
日
本
が
手
を
取
り
合
っ

て
、
北
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る

安
全
、
繁
栄
の
た
め
に
努
力

し
て
い
く
こ
と
が
、
両
国
国

民
の
た
め
に
な
る
こ
と
だ
と

私
は
確
信
し
て
い
ま
す
。

今
、
韓
国
で
起
き
て
い
る

い
ろ
ん
な
事
件
を
毎
日
、
報

道
で
ご
覧
に
な
っ
て
い
る
と

思
い
ま
す
が
、
私
も
心
を
痛

め
、
多
く
の
両
国
関
係
を
心

配
し
て
い
る
人
も
共
通
の
心

痛
を
し
て
い
ま
す
。

私
た
ち
は
こ
う
い
う
障
害

を
乗
り
越
え
て
、
両
国
の
繁

栄
が
ア
ジ
ア
に
お
い
て
、
世

界
平
和
に
お
い
て
、
い
か
に

た
め
に
な
る
か
と
い
う
こ
と

を
確
信
す
る
以
上
は
、
ど
ん

な
こ
と
が
あ
っ
て
も
韓
日
両

国
は
力
を
合
わ
せ
て
、
お
互

い
に
助
け
合
う
美
徳
を
維
持

し
て
い
か
な
く
て
は
な
り
ま

せ
ん
。
こ
れ
が
私
の
不
動
の

信
念
で
す
。

韓
国
の
国
内
事
情
に
つ
い

て
身
を
削
ら
れ
る
思
い
を
し

て
い
ま
す
が
、
ど
ん
な
こ
と

が
あ
っ
て
も
両
国
関
係
は
揺

る
ぎ
な
い
確
固
と
し
た
も
の

で
あ
る
こ
と
を
、
私
は
改
め

て
皆
さ
ん
に
明
言
し
、
今
後

ま
す
ま
す
の
両
国
の
繁
栄
、

協
力
の
た
め
に
と
も
に
力
を

尽
く
し
て
い
く
こ
と
を
申
し

上
げ
ま
す
。

民
団
が
「
未
来
創
造
の
元

年
」と
掲
げ
て
い
る
と
お
り
、

今
年
を
民
団
の
皆
さ
ま
と
と

も
に
全
力
で
素
晴
ら
し
い
日

韓
関
係
づ
く
り
へ
前
進
す
る

年
に
し
た
い
と
新
た
な
決
意

を
し
て
い
ま
す
。

と
く
に
私
は
長
野
県
選
出

で
も
あ
り
、
呉
公
太
団
長
に

は
日
頃
か
ら
指
導
を
い
た
だ

い
て
お
り
、
民
団
に
親
し
ん

で
い
ま
す
。
国
と
国
は
な
か

な
か
難
し
い
問
題
も
抱
え
て

い
ま
す
が
、
地
域
の
中
で
は

し
っ
か
り
と
民
間
交
流
が
活

発
化
し
て
い
ま
す
。

日
韓
の
友
情
が
一
つ
ひ
と

つ
確
実
に
広
が
っ
て
い
く
よ

う
、
民
進
党
と
し
て
も
努
力

を
惜
し
み
ま
せ
ん
。

羽
田
雄
一
郎
・
民
進
党
団
体
交
流
委
員
長

慰
安
婦
問
題
で
再
び
日
韓

関
係
に
暗
雲
が
漂
っ
て
い
ま

す
が
、
本
日
参
会
し
た
我
々

議
員
が
中
心
と
な
っ
て
、
し

っ
か
り
打
開
し
前
に
進
め
た

い
と
思
い
ま
す
。

日
韓
関
係
は
国
交
５０
周
年

の
一
昨
年
６
月
、
両
国
で
記

念
行
事
を
開
催
し
、
安
倍
総

理
、
朴
槿
恵
大
統
領
が
そ
れ

ぞ
れ
参
席
し
新
た
な
友
好
関

係
の
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
し

た
。そ

し
て
、
そ
の
年
末
に
懸

案
だ
っ
た
慰
安
婦
問
題
で
合

意
を
し
ま
し
た
。
ま
た
、
民

団
が
７０
周
年
を
迎
え
た
昨
年

に
は
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
対
策

法
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

こ
う
し
た
大
き
な
流
れ
を

止
め
ず
、
日
韓
、
そ
し
て
ア

ジ
ア
の
平
和
と
安
保
の
た
め

に
も
両
国
は
さ
ら
に
絆
を
深

め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

韓
日
両
国
の
議
員
も
た
く

さ
ん
来
場
し
て
い
る
こ
の
新

年
会
の
場
を
、
そ
の
努
力
を

し
て
い
く
出
発
点
に
し
て
い

き
ま
し
ょ
う
。
公
明
党
と
し

て
も
し
っ
か
り
頑
張
っ
て
い

き
ま
す
。

太
田
昭
宏
・
公
明
党
全
国
議
員
団
会
議
議
長

今
年
は
日
本
の
憲
法
が
施

行
さ
れ
て
７０
周
年
で
す
。
こ

の
憲
法
は
日
本
国
民
と
ア
ジ

ア
諸
国
民
に
多
大
な
被
害
と

犠
牲
を
も
た
ら
し
た
侵
略
戦

争
と
植
民
地
支
配
へ
の
反
省

に
立
っ
て
、
戦
前
の
政
治
体

制
と
決
別
し
、
再
出
発
を
誓

う
国
民
の
宣
言
と
言
っ
て
い

い
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。

施
行
７０
年
の
節
目
の
年
に

こ
の
憲
法
を
生
か
し
た
政
治

と
社
会
を
実
現
し
、
世
界
と

ア
ジ
ア
諸
国
民
と
の
真
の
意

味
で
の
和
解
と
友
好
を
築
け

る
よ
う
に
全
力
で
頑
張
る
決

意
で
す
。

従
軍
慰
安
婦
の
問
題
に
つ

い
て
は
、
一
昨
年
両
国
政
府

の
間
で
交
わ
さ
れ
た
合
意

は
、
あ
く
ま
で
問
題
解
決
の

出
発
点
で
す
。
す
べ
て
の
被

害
者
の
人
間
と
し
て
の
名
誉

と
尊
厳
を
回
復
し
て
こ
そ
真

の
解
決
に
な
る
と
私
ど
も
は

考
え
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め

に
、
日
本
政
府
は
過
去
元
慰

安
婦
被
害
者
の
方
々
の
人
権

を
著
し
く
侵
害
し
た
こ
と
に

謝
罪
を
誠
実
に
行
う
こ
と
が

必
要
で
す
。

韓
国
政
府
と
協
力
し
な
が

ら
、
冷
静
に
誠
実
に
問
題
解

決
へ
と
努
力
し
な
く
て
は
な

ら
な
い
、
私
ど
も
は
、
そ
う

い
う
立
場
で
臨
ん
で
い
き
ま

す
。今

、
欧
米
で
は
政
治
指
導

者
に
よ
る
移
民
や
特
定
宗
教

へ
の
排
外
的
な
発
言
、
そ
の

も
と
で
の
ヘ
イ
ト
犯
罪
が
問

題
に
な
っ
て
い
ま
す
。
日
本

も
決
し
て
人
ご
と
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
社
会
や
民
族
の
分

断
を
、
対
立
を
煽
る
の
で
は

な
く
、
連
帯
と
共
同
を
広
げ

る
こ
と
こ
そ
、
２１
世
紀
の
わ

れ
わ
れ
が
進
む
べ
き
道
だ
と

考
え
て
い
ま
す
。

日
本
か
ら
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー

チ
を
根
絶
す
る
た
め
に
、
引

き
続
き
頑
張
る
決
意
で
す
。

永
住
外
国
人
の
地
方
参
政
権

も
超
党
派
で
力
を
合
わ
せ
て

実
現
に
向
け
た
努
力
を
続
け

て
い
き
ま
す
。

小
池
晃
・
日
本
共
産
党
書
記
局
長

民
団
７１
年
目
の
今
年
、
民

団
そ
し
て
皆
さ
ん
が
ま
す
ま

す
発
展
し
、
も
っ
と
人
権
が

守
ら
れ
、
も
っ
と
人
権
が
保

障
さ
れ
る
、
そ
う
い
う
日
本

に
一
緒
に
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

今
年
は
女
性
参
政
権
７０
周

年
、
日
本
国
憲
法
施
行
７０
周

年
で
す
。
私
は
日
本
国
憲
法

が
大
好
き
で
す
。
た
く
さ
ん

の
犠
牲
を
払
っ
て
で
き
た
憲

法
が
ア
ジ
ア
の
人
た
ち
や
世

界
の
人
た
ち
に
対
す
る
約
束

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ

れ
を
生
か
し
て
い
く
こ
と
を

や
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。欧

米
で
差
別
や
排
外
主
義

が
だ
ん
だ
ん
強
ま
っ
て
き

て
、
そ
れ
は
お
か
し
い
と
い

う
声
も
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

私
の
大
好
き
な
言
葉
に
「
平

和
と
平
等
は
手
を
携
え
て
や

っ
て
く
る
」
が
あ
り
ま
す
。

正
反
対
が
「
戦
争
と
差
別
、

排
外
主
義
が
手
を
携
え
て
や

っ
て
く
る
」
で
す
。
国
と
国

と
の
間
で
緊
張
関
係
が
起
き

る
時
、
戦
争
が
起
き
る
時
、

一
番
犠
牲
に
な
る
の
は
、
そ

の
国
で
暮
ら
す
外
国
人
で

す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
「
平
和

と
平
等
は
手
を
携
え
て
や
っ

て
く
る
」
と
い
う
こ
と
を
、

民
団
の
皆
さ
ん
と
未
来
創
造

で
や
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

素
晴
ら
し
い
歴
史
と
伝
統

が
あ
り
、
人
々
が
底
力
を
も

つ
韓
国
の
皆
さ
ん
の
運
動
や

歴
史
に
学
び
な
が
ら
、
日
本

の
政
治
に
携
わ
る
一
人
と
し

て
日
本
の
中
か
ら
ヘ
イ
ト
ス

ピ
ー
チ
を
根
絶
し
、
ア
ジ
ア

や
世
界
の
平
和
を
構
築
し
て

い
け
る
よ
う
に
、
皆
さ
ん
と

力
強
く
今
年
も
ま
た
、
や
っ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

地
方
参
政
権
問
題
に
も
超
党

派
で
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。

福
島
み
ず
ほ
・
社
会
民
主
党
副
党
首

差
別
や
排
外
主
義
を
阻
止
し
て

ア
ジ
ア
諸
国
民
と
の
和
解
と
友
好
へ

暗
雲
晴
ら
す
よ
う
議
員
が
努
力

友
情
の
下
、
民
間
交
流
は
活
発

小
異
を
捨
て
て
大
同
に
就
こ
う

金
守
漢
・
韓
日
親
善

協
会
中
央
会
会
長

（
元
国
会
議
長
）

難
題
、何
度
も
乗
り
越
え
た
よ
う
に

河
村
建
夫
・
日
韓
親

善
協
会
中
央
会
会
長

（
自
民
党
衆
院
議
員
）

憲
政
最
大
の
危
機
に
あ
っ
て
も

徐
清
源
・
韓
日
議

員
連
盟
会
長

（
セ
ヌ
リ
党
最
高
顧
問
）

「
一
時
帰
国
」も
初
心
に
帰
ろ
う
の
意

額
賀
福
志
郎
・
日

韓
議
員
連
盟
会
長

（
自
民
党
衆
院
議
員
）

韓韓韓韓韓韓韓韓韓韓韓韓韓韓韓韓韓韓韓韓韓韓韓韓韓韓韓韓韓韓韓韓韓日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日友友友友友友友友友友友友友友友友友友友友友友友友友友友友友友友友友好好好好好好好好好好好好好好好好好好好好好好好好好好好好好好好好好協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力 前前前前前前前前前前前前前前前前前前前前前前前前前前前前前前前前前進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進ののののののののののののののののののののののののののののののののの年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年ににににににににににににににににににににににににににににににににに呉
公
太
中
央
団
長
の
新
年
会
挨
拶

韓
国
の
皆
さ
ん
に
訴
え
た
い

「
両
国
合
意
」は
守
る
べ
き
と
確
信

李
俊
揆
・
駐
日
韓
国

大
使 民

団
中
央
・
東
京

合
同
新
年
会

来
賓
祝
辞

（要旨）

第２８５９号（第３種郵便物認可）民 団 新 聞２０１７年１月１８日（水曜日）（３）
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【
神
奈
川
】
横
浜
市
教
育
委
員
会
が
新
副
読
本
『
Ｙ
ｏ
ｋ
ｏ
ｈ
ａ
ｍ
ａ

Ｅ
ｘ
ｐ
ｒ
ｅ
ｓ
ｓ
』
か
ら
削
除
を
検

討
し
て
い
た
関
東
大
震
災
直
後
の
朝
鮮
人
殺
害
の
記
述
は
残
す
こ
と
に
な
っ
た
。
市
民
団
体
「
歴
史
を
学
ぶ
市
民

の
会
・
神
奈
川
」（
北
宏
一
郎
代
表
）
に
よ
る
情
報
開
示
請
求
で
明
ら
か
に
な
っ
た
。
同
会
は
１４
日
、
横
浜
市
内

で
開
い
た
緊
急
集
会
で
「
最
悪
の
事
態
は
押
し
と
ど
め
る
こ
と
が
で
き
た
」
と
報
告
し
た
。

市
民
団
体
が
開
示
請
求
し

て
２
０
１
６
年
６
月
に
入
手

し
た
最
初
の
原
稿
で
は
「
大

地
震
で
横
浜
の
市
街
地
が
一

瞬
に
し
て
灰
と
な
っ
た
」
と

の
記
述
が
あ
る
の
み
。
関
東

大
震
災
の
虐
殺
事
件
の
記
述

は
一
切
見
ら
れ
な
か
っ
た
。

同
じ
く
１２
月
１９
日
に
入
手

し
た
原
稿
で
は
「
こ
の
混
乱

の
中
で
、
根
拠
の
な
い
う
わ

さ
が
流
れ
、
朝
鮮
人
や
中
国

人
が
殺
害
さ
れ
る
、
い
た
ま

し
い
で
き
ご
と
も
起
こ
り
ま

し
た
。
ど
う
し
て
こ
の
よ
う

な
こ
と
が
起
き
た
の
で
し
ょ

う
か
」に
書
き
換
え
ら
れ
た
。

朝
鮮
人
、
中
国
人
が
殺
害
さ

れ
た
事
実
が
記
述
さ
れ
、「
な

ぜ
起
き
た
の
か
」
学
ぶ
こ
と

を
重
視
し
て
い
る
こ
と
が
う

か
が
え
る
記
述
と
な
っ
た
。

こ
れ
は
研
究
者
と
市
民
団

体
が
９
月
に
そ
れ
ぞ
れ
、
関

東
大
震
災
時
の
朝
鮮
人
・
中

国
人
虐
殺
の
事
実
お
よ
び
そ

の
背
景
を
記
載
す
る
よ
う
求

め
た
こ
と
が
報
道
さ
れ
た
た

め
。
事
実
を
知
っ
た
市
民
の

抗
議
、
意
見
の
メ
ー
ル
、
電

話
な
ど
が
市
教
委
に
殺
到
し

た
か
ら
だ
。

集
会
で
報
経
過
告
に
立
っ

た
元
中
学
校
社
会
科
教
員
の

後
藤
周
さ
ん
は
、「
多
く
の
市

民
の
反
対
の
声
に
よ
っ
て
、

歴
史
の
い
ん
ぺ
い
を
図
ろ
う

と
し
た
最
悪
の
事
態
は
押
し

と
ど
め
る
こ
と
が
で
き
た
」

と
ほ
っ
と
し
た
表
情
。

副
読
本
は
市
立
中
学
生
１

年
生
向
け
。
こ
れ
ま
で
『
わ

か
る
ヨ
コ
ハ
マ
』
の
名
称
で

発
行
し
て
き
た
。
「
虐
殺
」

の
記
述
は
９０
年
度
版
か
ら
登

場
し
た
。
こ
こ
に
は
横
浜
に

お
け
る
民
族
差
別
の
存
在
を

認
め
た
当
時
の
市
教
委
の
自

ら
の
反
省
と
人
権
教
育
推
進

の
決
意
が
込
め
ら
れ
て
い

た
。
内
容
を
見
る
と
�１
横
浜

が
虐
殺
の
地
で
あ
っ
た
こ
と

�２
自
警
団
だ
け
で
な
く
警

察
、
軍
隊
も
関
与
し
た
�３
背

景
に
植
民
地
支
配
と
差
別
意

識
が
あ
っ
た
�４
歴
史
の
反
省

を
示
す
「
殉
難
朝
鮮
人
慰
霊

之
碑
」
の
写
真
と
説
明
の
４

点
に
沿
っ
て
記
述
さ
れ
て
い

た
。同

様
の
記
述
は
２０
年
間
続

い
た
。
０９
年
度
版
で「
軍
隊
、

警
察
の
関
与
、
朝
鮮
人
慰
霊

之
碑
」
が
削
除
さ
れ
た
が
、

１２
年
度
版
で
復
活
。
こ
れ
に

一
部
の
市
議
が
反
発
。
市
教

委
は
「
誤
解
を
招
く
部
分
が

あ
っ
た
」
と
し
て
副
読
本
を

回
収
し
、
１３
年
度
版
か
ら
は

「
虐
殺
」
を
「
殺
害
」
に
変

更
し
、
軍
隊
や
警
察
の
関
与

の
記
述
も
削
除
さ
れ
た
。

集
会
で
市
民
団
体
は
「
副

読
本
問
題
は
何
も
解
決
し
て

い
な
い
」
と
し
て
、
一
部
政

治
勢
力
の
意
向
の
ま
ま
に
削

り
取
ら
れ
た
「
軍
隊
、
警
察

の
関
与
」
「
虐
殺
の
語
句
」

の
記
述
復
活
、お
よ
び「
殉
難

朝
鮮
人
慰
霊
之
碑
の
写
真
」

の
再
掲
載
を
求
め
て
い
る
。

経過を報告する「歴史を学ぶ市民の会・神奈川」の後藤周さん

【
三
重
】
韓
国
で
映
画
化

さ
れ
る
や
５
３
０
万
人
を
動

員
し
た
青
春
小
説
『
ワ
ン
ド

ゥ
ギ
』
（
金
呂
玲
著
）
が
日

本
で
翻
訳
出
版
さ
れ
た
�
写

真
。
出
版
し
た
の
は
在
日
３

世
の
孫
銘
壽
さ
ん
（
４８
）
。

同
書
を
出
版
す
る
た
め
に
コ

リ
ー
ヌ
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
Ｌ
Ｌ

Ｃ
（
三
重
県
志
摩
市
）
と
い

う
名
の
会
社
を
立
ち
上
げ
た

ほ
ど
の
入
れ
込
み
よ
う
。

身
体
的
障
害
者
の
父
と
、

血
の
つ
な
が
ら
な
い
風
変
わ

り
な
叔
父
と
の
３
人
で
貧
乏

暮
ら
し
を
し
て
い
る
高
校

生
、ワ
ン
ド
ゥ
ギ
が
主
人
公
。

勉
強
は
出
来
な
い
が
、
ケ
ン

カ
だ
け
は
誰
に
も
負
け
な
い

と
い
う
問
題
児
な
が
ら
、
担

任
教
師
の
ド
ン
ジ
ュ
と
の
関

わ
り
の
中
で
、
自
分
の
進
み

た
い
道
を
み
つ
け
て
い
く
と

い
う
ス
ト
ー
リ
ー
だ
。

孫
さ
ん
は
「
韓
国
の
良
質

な
小
説
が
日
本
に
は
十
分
に

紹
介
さ
れ
て
い
な
い
。
在
日

同
胞
の
若
者
た
ち
が
高
い
ク

オ
リ
テ
ィ
を
も
つ
作
品
に
触

れ
、
自
然
な
形
で
母
国
へ
の

肯
定
的
な
親
し
み
を
育
ん
で

ほ
し
い
」
と
語
っ
た
。

同
書
を
翻
訳
し
た
在
日
３

世
の
白
香
夏
さ
ん
も
「
こ
の

物
語
は
韓
国
の
文
化
に
興
味

を
持
っ
て
い
る
日
本
人
が
、

韓
国
の
若
者
と
同
じ
も
の
を

共
有
し
う
る
ひ
と
つ
の
よ
き

ツ
ー
ル
に
な
る
と
信
じ
て
い

る
」
と
話
し
て
い
た
。

初
版
目
標
は
３
０
０
０

部
。
１
４
９
０
円（
＋
税
）。

問
い
合
わ
せ
は
コ
リ
ー
ヌ
フ

ァ
ク
ト
リ
ー
Ｌ
Ｌ
Ｃ
（
０
５

０
・
５
５
３
４
・
０
５
１
３

info@
jc–factory.b

iz

）
東
京
韓
国
学
校
の
現
役
Ｐ

Ｔ
Ａ
で
構
成
す
る
「
オ
モ
ニ

合
唱
団
」
（
李
美
慶
団
長
、

２８
人
）
が
１４
日
、
東
京
・
渋

谷
区
文
化
総
合
セ
ン
タ
ー
大

和
田
文
化
ホ
ー
ル
「
さ
く
ら

ホ
ー
ル
」
で
第
１０
回
定
期
演

奏
会
を
開
い
た
。
会
場
は
学

校
関
係
者
ら
７
０
０
人
で
満

員
と
な
っ
た
。

テ
ー
マ
は
「
思
い
出
」
。

韓
国
と
日
本
、
世
界
の
名
曲

か
ら
１４
曲
を
集
め
た
。
第
３

部
で
は
「
愛
国
歌
」
を
モ
チ

ー
フ
と
し
た
大
曲
「
コ
リ
ア

・
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
」
（
安
益

泰
作
曲
）
を
披
露
。
東
京
韓

国
学
校
合
唱
団
カ
ン
タ
ー
ビ

レ
と
賛
助
出
演
の
男
性
パ
ー

ト
も
加
わ
り
、
総
勢
９０
人
に

よ
る
大
合
唱
で
会
場
を
揺
る

が
し
た
。

合
唱
団
は
１
９
８
０
年
の

創
団
。
同
校
音
楽
教
師
の
�

恩
卿
さ
ん
を
指
揮
者
に
迎

え
、
学
校
の
ほ
か
、
日
韓
文

化
交
流
イ
ベ
ン
ト
な
ど
に
も

定
期
出
演
し
て
い
る
。

「コリアファンタジー」に聴衆から大きな拍手

徐
龍
達
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
訪
韓

団
の
目
的
は
「
韓
国
の
主
要

大
学
と
の
学
生
交
流
お
よ
び

親
睦
促
進
」
。
当
時
は
飛
行

機
便
が
ぜ
い
た
く
と
さ
れ
た

時
代
だ
っ
た
た
め
、
一
行
１８

人
は
下
関
か
ら
「
韓
水
丸
」

に
乗
船
し
て
釜
山
に
向
か
っ

た
。
現
地
で
は
国
立
釜
山
大

学
校
商
科
大
学
の
許
宗
�
学

長
の
計
ら
い
で
、
韓
日
大
学

生
の
交
歓
会
が
実
現
し
た
。

韓
国
の
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
は

「
日
本
か
ら
初
の
大
学
生
訪

韓
団
」
と
報
道
し
た
。

徐
名
誉
教
授
は
当
時
を
振

り
返
っ
て
「
徐
ゼ
ミ
の
韓
国

研
修
旅
行
が
継
続
し
た
背
景

に
桃
山
学
院
大
学
に
お
け
る

『
韓
朝
鮮
学
』
の
取
り
組
み

が
あ
っ
た
こ
と
は
重
要
。
学

生
、
教
授
ら
の
韓
国
へ
の
関

心
を
高
め
た
」
と
振
り
返
っ

た
。７５

年
に
徐
経
営
学
部
長
を

議
長
と
す
る
合
同
教
授
会
で

「
韓
朝
鮮
語
」
が
選
択
必
修

科
目
の
第
２
外
国
語
（
ド
イ

ツ
語
、
フ
ラ
ン
ス
語
な
ど
）

に
。
外
国
語
学
部
の
あ
る
大

学
を
除
い
て
は
日
本
全
国
で

初
め
て
の
開
講
と
あ
っ
て
、

当
時
の
「
朝
日
新
聞
」
（
７５

年
１０
月
４
日
付
全
国
版
）
が

７
段
の
見
出
し
つ
き
で
報
じ

た
ほ
ど
。

７８
年
に
は
差
別
撤
廃
・
人

権
教
育
の
一
環
と
し
て
「
韓

国
・
朝
鮮
史
」
と
「
韓
国
・

朝
鮮
文
化
論
」
を
相
次
い
で

開
講
し
た
。
こ
こ
で
も
初
代

と
第
３
代
人
権
委
員
長
を
務

め
た
徐
教
授
の
働
き
か
け
が

大
き
か
っ
た
。

８０
年
８
月
に
は
「
第
１
回

桃
山
学
院
大
学
韓
国
歴
史
文

化
セ
ミ
ナ
ー
」
（
徐
教
授
引

率
）
と
し
て
教
員
と
学
生
１８

人
が
啓
明
大
学
校
を
訪
問
。

こ
れ
が
両
大
学
に
よ
る
公
式

交
流
の
始
ま
り
だ
っ
た
。
日

本
の
大
学
が
韓
国
に
目
を
向

け
始
め
た
の
は
一
般
的
に
８８

年
ソ
ウ
ル
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
以

降
と
さ
れ
る
だ
け
に
、
大
学

交
流
と
し
て
は
早
い
ほ
う
だ

っ
た
。

８１
年
に
は
「
学
術
・
教
育

・
文
化
交
流
協
定
書
」
に
調

印
し
、姉
妹
校
締
結
が
実
現
。

翌
年
か
ら
啓
明
大
学
校
と
桃

山
学
院
大
学
の
間
で
「
共
同

研
究
発
表
会
」
を
交
互
開
催

す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
第
７

回
か
ら
は
「
国
際
学
術
セ
ミ

ナ
ー
」
と
改
称
し
、
今
日
ま

で
続
い
て
き
て
い
る
。
第
３７

回
は
昨
年
１２
月
に
桃
山
学
院

大
学
で
開
催
さ
れ
、
啓
明
大

学
か
ら
は
李
枝
雨
経
営
大
学

長
ら
５
人
の
教
授
ら
が
訪
れ

た
。学

生
の
「
歴
史
文
化
セ
ミ

ナ
ー
」
で
は
す
で
に
３
５
６

人
（
語
学
研
修
は
８５
人
）
が

訪
韓
交
流
し
た
が
、
教
職
員

の
研
修
交
流
も
盛
ん
だ
。
交

換
教
授
や
短
期
研
修
な
ど
と

し
て
、
こ
れ
ま
で
啓
明
大
か

ら
桃
山
大
に
２８
人
、
桃
山
大

か
ら
啓
明
大
に
は
２３
人
が
研

究
で
往
来
。
ま
た
、
職
員
研

修
で
は
啓
明
大
か
ら
４６
人
が

来
阪
し
た
。
毎
年
の
大
学
院

留
学
生
も
１
０
０
人
以
上
に

達
し
て
い
る
。

徐
名
誉
教
授
は
こ
の
間
の

国
際
的
な
貢
献
が
認
め
ら
れ

１６
年
２
月
、
啓
明
大
学
校
の

申
総
長
か
ら
名
誉
法
学
博
士

号
を
授
与
さ
れ
た
。

【
大
阪
】
啓
明
大
学
校
（
申
一
	
総
長
、
大
邱
市
）
と
桃
山
学
院
大
学
（
牧
野
丹

奈
子
学
長
、
大
阪
府
和
泉
市
）
に
よ
る
多
角
的
な
国
際
学
術
交
流
が
昨
年
末
ま
で
に

３５
周
年
を
迎
え
た
。
韓
日
間
の
大
学
交
流
で
こ
れ
だ
け
の
長
き
に
わ
た
っ
て
継
続
し

て
い
る
の
は
全
国
的
に
も
珍
し
い
と
い
う
。
桃
山
学
院
大
学
の
徐
龍
達
教
授（
当
時
、

現
名
誉
教
授
）
が
６８
年
、
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
学
生
１７
人
を
引
き
連
れ
て
非
公
式
に
訪
韓
し

た
こ
と
が
同
大
学
の
公
式
交
流
の
先
駆
と
な
っ
た
。

【
埼
玉
】
新
年
を
迎
え
た

日
高
市
の
高
麗
神
社
で
韓
半

島
と
日
本
の
文
化
交
流
を
華

麗
な
衣
装
で
表
現
し
た
「
古

代
装
束
絵
巻
」
が
あ
っ
た
。

衣
装
は
高
句
麗
と
日
本
の

平
城
京
、
飛
鳥
時
代
を
モ
デ

ル
と
し
て
い
る
。
２
日
か
ら

９
日
ま
で
毎
日
２
回
、
境
内

を
ラ
ン
・
ウ
エ
イ
に
見
立
て
、

若
い
女
性
を
中
心
に
練
り
歩

い
た
。

お
み
く
じ
を
引
き
、
絵
馬

に
願
い
を
託
し
て
い
た
初
詣

客
は
眼
前
で
繰
り
広
げ
ら
れ

た
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
を

前
に
「
き
れ
い
ね
」
と
た
め

息
を
つ
い
て
い
た
。

高
麗
神
社
は
高
句
麗
か
ら

の
渡
来
人
高
麗
王
若
光
（
こ

ま
の
こ
き
し
じ
ゃ
っ
こ
う
）

を
祭
神
と
し
て
祀
る
。
東
国

７
国
か
ら
集
ま
っ
た
高
句
麗

か
ら
の
渡
来
人
１
７
９
９
人

が
武
蔵
国
に
高
麗
郡
を
建
郡

し
て
か
ら
昨
年
１
３
０
０
年

を
迎
え
た
ば
か
り
。
記
念
祭

事
と
催
し
は
今
年
も
１２
月
ま

で
目
白
押
し
。

若い女性が中心となったパレード

詩
人
の
王
秀
英
さ
ん
（
東

京
都
調
布
市
、
写
真
右
）
が

韓
国
文
人
協
会
（
文
孝
治
理

事
長
、
ソ
ウ
ル
市
）か
ら「
第

３２
回
尹
東
柱
文
学
賞
」
を
贈

ら
れ
た
。
王
さ
ん
が
「
優
れ

た
詩
作
品
の
活
動
で
韓
国
文

学
の
発
展
に
寄
与
し
た
」
こ

と
が
認
め
ら
れ
た
も
の
。

受
賞
作
は
詩
集
『
カ
ド
ク

マ
ン
、
ワ
ド
ク
マ
ン
』（
帰
国

す
る
も
留
ま
る
も
た
い
し
た

こ
と
で
は
な
い
の
意
、
２
０

１
６
年
８
月
１
日
マ
ウ
ル
社

刊
）。王
さ
ん
が
１５
年
か
ら
１６

年
の
上
半
期
ま
で
に
創
作
し

た
４６
編
を
収
録
し
て
い
る
。

授
賞
式
は
昨
年
１２
月
２０
日
、

ソ
ウ
ル
市
の
大
韓
民
国
芸
術

人
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
た
。

王
さ
ん
は
５
年
前
、
同
じ

韓
国
文
人
協
会
か
ら
「
韓
国

文
学
賞
」
を
受
賞
し
て
い
る

が
、
今
回
の
「
尹
東
柱
文
学

賞
」
は
「
私
に
と
っ
て
大
変

光
栄
な
賞
」
だ
と
次
の
よ
う

に
喜
び
を
語
っ
た
。

「
尹
東
柱
詩
人
の
文
学
賞

を
在
日
詩
人
が
受
賞
で
き
た

こ
と
に
深
い
感
動
を
覚
え
ま

す
。
私
が
日
本
で
暮
ら
し
な

が
ら
４０
年
間
、
ハ
ン
グ
ル
で

詩
を
書
き
続
け
、
１０
冊
も
韓

国
語
の
詩
集
を
刊
行
で
き
た

の
は
、
尹
東
柱
詩
人
の
存
在

が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
。
私
個

人
よ
り
日
本
で
暮
ら
す
在
日

の
み
ん
な
に
く
れ
た
よ
う
な

気
が
し
ま
す
」

「
東
学
農
民
革
命
」

上
映
会
、
東
京
で

２
月
１１
日
、新
宿

韓
半
島
を
舞
台
と
し
た
１

８
９
４
年
の
日
清
戦
争
当

時
、
侵
略
勢
力
に
命
が
け
で

抵
抗
し
た
農
民
の
姿
を
描
い

た
長
編
記
録
映
画
「
東
学
農

民
革
命
―
唐
辛
子
と
ラ
イ
フ

ル
銃
」
（
前
田
憲
二
監
督
作

品
、
１
２
０
分
）
が
２
月
１１

日
１３
時
３０
分
か
ら
東
京
・
新

宿
区
歌
舞
伎
町
の
し
ん
じ
ゅ

く
多
文
化
共
生
プ
ラ
ザ
で
上

映
さ
れ
る
。

前
田
監
督
は
東
学
の
創
始

者
、
崔
済
愚
と
東
学
農
民
軍

の
痕
跡
を
追
っ
て
韓
国
全
土

を
回
っ
た
。韓
国
国
内
の
３
、

４
、
５
代
目
と
な
る
遺
族
か

ら
証
言
を
聞
き
取
り
、
研
究

者
に
も
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
て

東
学
農
民
革
命
の
真
実
に
迫

っ
た
。

受
付
は
１３
時
。
事
前
予
約

者
を
優
先
。
資
料
代
２
０
０

０
円
。
問
い
合
わ
せ
は
東
学

農
民
革
命
東
京
上
映
会
実
行

委
員
会
（
Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
９
０
・

９
０
０
２
・
４
９
４
９
善
元
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
３
・
６
７
８
３
・

５
７
８
３
黒
田
）。

女
性
独
立
運
動
家

偲
び
企
画
展
開
く

高
麗
博
物
館

日
本
の
植
民
地
統
治
に
抗

い
、
一
身
を
投
げ
打
っ
て
立

ち
向
か
っ
た
韓
国
の
女
性
独

立
運
動
家
を
詩
と
画
で
偲
ぶ

企
画
展
が
東
京
・
新
宿
区
大

久
保
の
高
麗
博
物
館
（
原
田

京
子
理
事
長
、
樋
口
雄
一
館

長
）
で
開
催
さ
れ
て
い
る
。

男
性
の
陰
に
隠
れ
て
歴
史
の

表
舞
台
に
登
場
し
な
い
３０
人

に
光
を
あ
て
た
。

李
潤
玉
さ
ん
（
韓
国
現
代

オ
ウ
リ
ム
研
究
所
所
長
）
が

各
独
立
運
動
家
に
捧
げ
た
詩

を
も
と
に
、
挿
絵
画
家
の
李

茂
盛
さ
ん
が
イ
メ
ー
ジ
を
ふ

く
ら
ま
せ
、掛
け
軸
に
し
た
。

李
さ
ん
は
１４
日
、
同
館
で
記

念
講
演
も
行
っ
た
。

今
回
の
企
画
展
を
準
備
し

た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
チ
ー
ム
の

一
人
、戸
田
光
子
さ
ん
は「
と

か
く
難
し
い
と
思
わ
れ
が
ち

な
独
立
運
動
も
、
絵
に
な
っ

た
こ
と
で
親
し
み
が
持
て
る

の
で
は
」
と
話
し
て
い
る
。

分
布
図
を
見
る
と
独
立
運

動
は
現
在
の
ソ
ウ
ル
市
を
起

点
に
韓
半
島
の
全
域
、
そ
し

中
国
領
の
間
島
に
ま
で
広
が

っ
て
い
る
。
２９
日
ま
で
。

新
朝
鮮
通
信
使
が

歴
史
資
料
館
見
学

駐
日
韓
国
大
使
館
主
催

「
韓
国
大
学
生
に
よ
る
新

朝
鮮
通
信
使
」
（
引
率
団
長

�
孫
承


・
江
原
大
学
校
史

学
科
教
授
）
の
一
行
３０
人
が

１２
月
２１
日
、
東
京
・
港
区
の

韓
国
中
央
会
館
別
館
内
に
あ

る
在
日
韓
人
歴
史
資
料
館
を

見
学
し
た
。

大
学
生
た
ち
は
在
日
同
胞

の
母
国
へ
の
貢
献
や
、
解
放

後
に
Ｂ
Ｃ
級
戦
犯
に
問
わ
れ

た
不
条
理
に
強
い
関
心
を
示

し
て
い
た
。
な
か
で
も
関
東

大
震
災
時
の
同
胞
虐
殺
事
実

は
韓
国
の
教
科
書
で
も
ほ
と

ん
ど
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
だ

け
に
「
初
め
て
知
っ
た
」
と

び
っ
く
り
し
た
表
情
だ
っ

た
。今

回
の
企
画
は
駐
日
韓
国

大
使
館
が
主
催
。
参
加
者
は

国
内
の
各
大
学
か
ら
推
薦
を

受
け
た
。一
行
は
１２
月
１３
日
、

釜
山
を
出
発
。
大
阪
か
ら
東

京
ま
で
朝
鮮
国
王
が
江
戸
幕

府
に
１２
回
に
わ
た
り
派
遣
し

た
朝
鮮
通
信
使
が
た
ど
っ
た

道
を
め
ぐ
っ
た
。

檀
国
大
学
校
政
治
外
交
学

科
で
学
ぶ
高
恩
寵
さ
ん
（
４

年
）
は
、
滋
賀
県
野
洲
市
か

ら
近
江
八
幡
市
ま
で
１０
�
の

「
朝
鮮
人
街
道
」
を
歩
き
、

当
時
の
日
本
人
の
歓
迎
ぶ
り

に
思
い
を
馳
せ
た
と
い
う
。

ハ
ン
セ
ン
病
同
胞

療
養
者
訪
ね
激
励

民
団
岡
山

【
岡
山
】
民
団
岡
山
本
部

（
宋
燦
錫
団
長
）
は
１２
月
２３

日
、
岡
山
県
瀬
戸
内
市
の
国

立
ハ
ン
セ
ン
病
療
養
施
設
、

長
島
愛
生
園
と
邑
久
光
明
園

で
暮
ら
す
同
胞
を
訪
問
し

た
。長

島
愛
生
園
に
は
韓
国
籍

２４
人
、
同
じ
く
邑
久
光
明
園

に
は
１０
人
が
入
所
。
平
均
年

齢
は
８８
歳
と
高
齢
で
、
１
カ

所
に
集
ま
る
の
は
困
難
だ
っ

た
た
め
、
宋
団
長
が
事
務
局

員
２
人
と
一
緒
に
慰
問
金
と

心
づ
く
し
の
品
物
を
届
け
て

回
っ
た
。聞
き
取
り
の
結
果
、

い
ま
だ
家
族
か
ら
見
放
さ
れ

た
り
、
疎
ま
れ
て
い
る
同
胞

も
た
く
さ
ん
い
る
こ
と
が
わ

か
っ
た
。
宋
団
長
は
一
人
ひ

と
り
の
悩
み
に
寄
り
添
い
、

激
励
し
た
。

療養者の居宅を訪ね、親しく手をとりあって激励する宋燦
錫団長（左から２人目）

釜
山
港
に
降
り
立
っ
た
徐

ゼ
ミ
ナ
ー
ル
の
一
行
（
前

列
左
２
人
目
が
徐
龍
達
さ

ん
、
１
９
６
８
年
３
月
）

訂
正

１
月
１
日

号
、
「
Ｌ
Ｅ
Ｔ
�
Ｓ

Ｇ
Ｏ

新
成
人
」
で
６

面
、
張
有
李
さ
ん
と
金

良
妃
さ
ん
の
写
真
が
逆

で
し
た
。
金
由
香
里
さ

ん
は
金
由
香
理
の
誤
り

で
し
た
。
７
面
、
金
悠

明
さ
ん
の
所
属
大
学
は

京
都
学
園
大
学
の
誤
り

で
し
た
。
お
詫
び
し
訂

正
い
た
し
ま
す
。

「
朝
鮮
人
殺
害
」は
残
す

横
浜
市
教
委

関
東
大
震
災
記
述

新副読本

「
虐
殺
か
ら
は
後
退
」
市
民
団
体

抗
議
集
会

桃
山
学
院

大

学

「
韓
朝
鮮
学
」
の
実
践
生
き
る

啓啓
明明
大大
とと
学学
術術
交交
流流
３３５５
周周
年年

節
目
の
演
奏
会
満
員
に
東
京
韓
学
オ
モ
ニ

合
唱
団
１０
回
定
期

華
麗
に
古
代
装
束
絵
巻

高
麗
神
社

境
内
を
ラ
ン
・
ウ
エ
イ
に

王
秀
英
さ
ん
に

尹
東
柱
文
学
賞

在
日
同
胞
３
世

韓韓国国のの人人気気小小説説 翻翻訳訳出出版版
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大
使
館
で
初
開
催

民
団
東
京
本
部
（
金
秀
吉

団
長
）
は
８
日
、
港
区
南
麻

布
の
韓
国
大
使
館
大
講
堂
で

記
念
式
典
を
行
っ
た
。
同
本

部
に
よ
れ
ば
韓
国
大
使
館
で

の
成
人
式
開
催
は
こ
れ
が
初

め
て
。
新
成
人
３４
人
が
参
加

し
た
。
金
団
長
は
祝
辞
で
、

今
年
行
わ
れ
る
韓
国
大
統
領

選
挙
で
投
票
権
を
行
使
す
る

よ
う
促
し
た
。
金
容
吉
総
領

事
は
自
己
責
任
で
果
敢
に
未

来
を
切
り
開
く
よ
う
に
と
激

励
し
た
。
記
念
品
は
民
団
か

ら
米
国
製
の
高
級
筆
記
具
ク

ロ
ス
ボ
ー
ル
ペ
ン
と
青
年
会

作
成
の
ハ
ン
グ
ル
カ
レ
ン
ダ

ー
、
大
使
館
か
ら
韓
日
・
日

韓
辞
典
。

新
成
人
を
代
表
し
て
鄭
昌

晃
さ
ん
（
学
生
会
中
央
本
部

副
会
長
）
が
答
辞
を
読
み
上

げ
た
。

韓
国
中
央
会
館
に
会
場
を

移
し
て
の
懇
親
会
で
は
、
茶

礼
道
研
究
家
の
李
瑛
子
さ
ん

（
東
京
茶
礼
房
房
主
）が
新
成

人
に
伝
統
的
な
拝
礼
作
法
を

伝
授
し
た
。
指
導
を
受
け
た

孔
愛
利
さ
ん
は
、
「
新
鮮
な

気
持
ち
が
し
た
」
と
感
想
を

語
っ
た
。
将
来
は
「
日
本
で

韓
国
の
人
、
韓
国
で
日
本
人

に
教
え
る
教
師
」
に
な
る
の

が
夢
だ
と
い
う
。
張
有
李
さ

ん
は
「
家
で
チ
ェ
サ
を
や
っ

て
い
る
が
、
作
法
が
間
違
え

て
い
た
。
こ
れ
か
ら
は
正
し

く
で
き
る
」と
喜
ん
で
い
た
。

青
年
会
中
央
本
部
の
朴
裕

植
会
長
に
よ
れ
ば
、
青
年
会

東
京
本
部
の
オ
リ
ニ
サ
マ
ー

キ
ャ
ン
プ
や
次
世
代
母
国
研

修
に
参
加
し
た
経
験
の
あ
る

新
成
人
が
目
立
っ
た
。
「
あ

あ
、
君
た
ち
の
代
だ
ね
」
と

感
慨
深
げ
だ
っ
た
。

２０
歳
の
誓
い
収
録

【
愛
知
】
愛
知
で
は
７

日
、
新
成
人
１８
人
が
名
古
屋

市
内
の
ホ
テ
ル
に
集
ま
り
、

ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
の
前
で
そ
れ

ぞ
れ
、
両
親
へ
の
感
謝
や
将

来
の
抱
負
に
つ
い
て
コ
メ
ン

ト
し
た
。
こ
れ
は
成
人
式
を

主
催
し
た
青
年
会
愛
知
本
部

（
秋
貴
志
会
長
）
の
ア
イ
デ

ア
。学

生
会
愛
知
本
部
の
尹
周

作
さ
ん
は
「
こ
れ
か
ら
の
民

団
は
私
た
ち
若
い
世
代
が
支

え
て
い
く
」と
胸
を
張
っ
た
。

３
月
か
ら
美
容
師
と
し
て
社

会
に
飛
び
立
つ
こ
と
に
な
っ

た
朴
慶
起
さ
ん
は
「
両
親
へ

の
感
謝
を
込
め
て
恩
返
し
を

し
て
い
く
」
と
誓
っ
た
。
河

彩
生
さ
ん
は
「
２０
年
間
、
た

だ
た
だ
両
親
に
感
謝
の
気
持

ち
で
い
っ
ぱ
い
」
と
目
を
潤

ま
せ
て
い
た
。

録
画
映
像
は
こ
の
日
の
夕

方
、
民
団
愛
知
本
部
な
ど
関

係
３
団
体
が
同
ホ
テ
ル
で
開

催
し
た
新
年
会
で
披
露
さ

れ
、
新
成
人
も
参
加
し
た
。

商
品
抽
選
に
沸
く

【
大
阪
】
大
阪
韓
国
人
会

館
で
は
８
日
に
成
人
式
が
行

わ
れ
、
７９
人
が
参
加
し
た
。

主
催
団
体
を
代
表
、
民
団
大

阪
本
部
の
鄭
鉉
権
団
長
は
、

「
自
分
の
夢
や
目
標
を
達
成

す
る
ま
で
は
、
決
し
て
あ
き

ら
め
な
い
で
」
と
激
励
。
新

成
人
を
代
表
し
て
河
翔
さ
ん

（
延
世
大
学
校
１
年
）
が
「
在

日
韓
国
人
と
し
て
力
強
く
た

く
ま
し
く
生
き
て
い
く
こ
と

を
誓
う
」
と
宣
言
し
た
。

建
国
高
校
を
卒
業
し
て
、

４
月
か
ら
は
大
阪
市
内
の
ホ

テ
ル
で
パ
テ
ィ
シ
エ
と
し
て

働
く
呉
亜
佑
巳
さ
ん
は
「
韓

国
人
と
し
て
の
誇
り
を
も
っ

て
地
域
社
会
に
も
貢
献
し
て

い
き
た
い
」と
胸
を
張
っ
た
。

最
後
に
各
種
商
品
の
当
た

る
抽
選
会
も
あ
り
、
会
場
が

沸
い
た
。

【
奈
良
】
民
団
奈
良
本
部

（
黄
泰
壽
団
長
）
は
８
日
、

奈
良
市
内
の
ホ
テ
ル
で
長
田

知
夏
さ
ん
の
成
人
を
祝
っ

た
。
長
田
さ
ん
に
は
民
団
と

奈
良
韓
国
教
育
院
（
李
萬

院
長
）か
ら
祝
賀
状
、
花
束
、

商
品
券
な
ど
が
贈
ら
れ
た
。

長
田
さ
ん
は
引
き
続
き
民

団
主
催
の
新
年
会
に
主
賓
と

し
て
招
か
れ
た
。

【
滋
賀
】
民
団
滋
賀
本
部

（
朴
鍾
文
団
長
）
は
８
日
、

同
本
部
に
新
成
人
３
人
を
招

き
、
激
励
し
た
。

朴
団
長
が
「
在
日
韓
国
人

の
一
人
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ

ず
、
ル
ー
ツ
を
大
切
に
し
て

く
だ
さ
い
」
と
強
調
。
記
念

の
花
束
と
商
品
券
な
ど
を
手

渡
し
た
。
婦
人
会
本
部
（
金

泰
順
会
長
）
か
ら
も
お
祝
い

の
紅
白
ま
ん
じ
ゅ
う
が
贈
ら

れ
た
。
引
き
続
き
民
団
主
催

の
新
年
会
に
移
り
、
５０
人
余

り
が
朴
茂
順
議
長
と
婦
人
会

役
員
ら
が
準
備
し
た
韓
食
を

堪
能
し
た
。

【
和
歌
山
】
民
団
和
歌
山

本
部
（
孫
文
敏
団
長
）
は
７

日
、
和
歌
山
市
内
の
ホ
テ
ル

で
新
成
人
２
人
の
門
出
を
祝

っ
た
。
民
団
か
ら
ホ
テ
ル
の

写
真
室
で
撮
影
し
た
フ
ォ
ト

ブ
ッ
ク
を
。
婦
人
会
と
青
年

会
、
近
畿
産
業
信
用
組
合
か

ら
も
そ
れ
ぞ
れ
に
記
念
品
が

贈
ら
れ
た
。
第
２
部
で
は
大

阪
出
身
の
在
日
同
胞
歌
手
で

人
権
活
動
家
で
も
あ
る
新
井

深
絵
さ
ん
が
約
９０
分
の
ラ
イ

ブ
コ
ン
サ
ー
ト
を
行
っ
た
。

次
代
担
う
人
材
に

【
佐
賀
】
民
団
佐
賀
本
部

（
鄭
清
俊
団
長
）
は
７
日
、

県
立
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で

た
っ
た
一
人
の
出
席
者
の
た

め
に
心
づ
く
し
の
成
人
式
を

行
っ
た
。

新
成
人
は
小
学
校
６
年
の

２
０
０
８
年
、
第
５
回
オ
リ

ニ
ジ
ャ
ン
ボ
リ
ー
に
参
加
し

て
初
訪
韓
。
全
国
か
ら
集
ま

っ
た
オ
リ
ニ
と
の
交
流
を
通

し
て
韓
国
の
こ
と
が
好
き
に

な
っ
て
今
日
を
迎
え
た
と
い

う
。
抱
負
は
「
人
に
迷
惑
を

か
け
ず
、
サ
ポ
ー
ト
す
る
立

場
の
人
間
に
な
り
た
い
」
と

き
っ
ぱ
り
。
民
団
で
は
将
来

の
幹
部
候
補
生
と
し
て
期
待

し
て
い
る
。
鄭
団
長
は
「
こ

れ
か
ら
一
緒
に
頑
張
り
ま
し

ょ
う
」と
自
ら
握
手
を
求
め
、

記
念
品
と
し
て
本
名
の
実
印

な
ど
を
贈
っ
た
。

韓服とスーツ姿で華やいだ雰囲気の韓国大使館大講堂 東京

「
成
人
の
日
」
を
前
後
し
て
各
地
の
民
団
、
青
年
会

が
同
胞
新
成
人
の
門
出
を
祝
っ
た
。
対
象
者
は
１
９
９

６
年
４
月
２
日
か
ら
９７
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

人
た
ち
。
真
新
し
い
韓
服
や
ス
ー
ツ
に
身
を
包
み
「
な

り
た
い
自
分
に
な
る
」
と
自
己
実
現
に
意
欲
を
燃
や
し

て
い
た
。

【
千
葉
】
駐
日
韓
国
大
使

館
領
事
部
は
１４
日
、
千
葉
市

内
の
ホ
テ
ル
で
、
旅
券
業
務

の
巡
回
領
事
活
動
を
行
っ

た
。
有
効
期
限
１０
年
の
旅
券

が
今
年
か
ら
来
年
に
か
け
て

大
量
に
更
新
期
を
迎
え
る
こ

と
か
ら
、
在
外
国
民
の
便
宜

を
図
っ
た
。

こ
の
日
は
事
前
に
必
要
な

申
請
書
類
を
提
出
し
て
い
た

５０
人
が
窓
口
を
訪
れ
、
自
筆

の
サ
イ
ン
と
指
紋
登
録
を
済

ま
せ
た
。

大
使
館
に
巡
回
領
事
業
務

を
提
案
し
た
民
団
千
葉
支
部

の
郭
徳
久
副
団
長
は
、
「
高

齢
で
東
京
の
総
領
事
館
ま
で

行
く
の
が
難
し
い
団
員
の
便

宜
を
図
り
た
か
っ
た
」
と
話

す
。
６
月
も
第
２
日
曜
日
に

民
団
千
葉
本
部
会
館
で
実
施

す
る
こ
と
が
決
ま
っ
て
い

る
。

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
、
ヘ
イ

ト
団
体
に
よ
る
公
共
施
設
の

利
用
を
制
限
す
る
た
め
、
許

可
を
原
則
と
し
つ
つ
規
制
対

象
と
な
る
行
為
を
必
要
最
小

限
の
範
囲
内
で
明
確
に
す
る

の
が
目
的
。
策
定
・
運
用
に

あ
た
っ
て
は
恣
意
的
な
判
断

を
避
け
、
集
会
の
自
由
を
守

る
た
め
、
第
三
者
機
関
の
設

置
を
求
め
て
い
る
。

事
前
予
防
を
歓
迎

在
日
韓
国
人
法
曹
フ
ォ
ー

ラ
ム
の
殷
勇
基
弁
護
士
は
、

「
こ
れ
ま
で
も
被
害
発
生
前

に
裁
判
所
が
ヘ
イ
ト
デ
モ
を

制
限
す
る
命
令
を
出
す
こ
と

は
あ
っ
た
。
た
だ
、
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
が
策
定
さ
れ
れ
ば
、

ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
に
よ
る
被

害
発
生
前
の
取
り
扱
い
を
ル

ー
ル
化
す
る
こ
と
に
な
り
画

期
的
」
と
話
し
て
い
る
。
民

団
中
央
本
部
人
権
擁
護
委
員

会
の
薛
幸
夫
副
委
員
長
も

「
傷
を
負
っ
て
か
ら
の
事
後

で
は
な
く
、
あ
ら
ゆ
る
病
に

求
め
ら
れ
る
事
前
の
予
防
こ

そ
大
事
」と
歓
迎
し
て
い
る
。

デ
マ
情
報
是
正
へ

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
ヘ

イ
ト
ス
ピ
ー
チ
に
対
し
て
は

市
に
も
削
除
要
請
を
求
め
、

客
観
的
な
事
実
に
基
づ
き
市

が
誤
っ
て
い
る
情
報
を
正
し

て
い
く
情
報
の
発
信
も
求
め

た
。
市
人
権
施
策
推
進
協
議

会
の
部
会
に
招
か
れ
て
意
見

を
述
べ
た
師
岡
康
子
弁
護
士

は
「
市
が
デ
マ
を
是
正
す
る

情
報
を
発
信
す
べ
き
と
の
提

言
は
重
要
だ
。
『
ヘ
イ
ト
ス

ピ
ー
チ
を
や
め
ま
し
ょ
う
』

と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
止
ま

ら
ず
、
『
在
日
特
権
』
な
ど

の
差
別
的
な
デ
マ
を
公
的
機

関
が
批
判
す
る
啓
発
・
教
育

活
動
は
差
別
の
根
絶
に
大
き

な
役
割
を
果
た
す
だ
ろ
う
」

と
み
て
い
る
。

ま
た
、
提
言
が
ヘ
イ
ト
ス

ピ
ー
チ
対
策
を
含
め
た
人
種

差
別
撤
廃
な
ど
の
包
括
的
な

条
例
制
定
の
必
要
性
を
明
記

し
、
制
定
に
必
要
な
作
業
に

着
手
す
べ
き
と
し
た
意
義
も

大
き
い
と
次
の
よ
う
に
語
っ

た
。
「
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
は

差
別
の
一
形
態
で
あ
り
、
差

別
を
根
絶
す
る
た
め
に
は
就

職
差
別
、
入
居
差
別
な
ど
を

含
め
た
差
別
全
体
に
取
り
組

む
必
要
が
あ
る
。
そ
れ
が
人

種
差
別
撤
廃
条
約
の
求
め
て

い
る
中
心
的
課
題
で
あ
る
。

条
例
の
問
題
を
先
送
り
せ

ず
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
作
り
な

ど
と
同
時
並
行
で
、
条
例
制

定
作
業
に
入
る
こ
と
を
提
言

し
た
姿
勢
は
高
く
評
価
さ
れ

る
べ
き
で
あ
る
。
川
崎
を
モ

デ
ル
と
し
て
、
ほ
か
の
地
方

公
共
団
体
も
、
ま
た
国
も
、

包
括
的
な
人
種
差
別
撤
廃
に

向
け
た
法
的
整
備
を
行
う
こ

と
を
望
み
た
い
」

条
例
制
定
を
期
待

人
権
擁
護
委
の
薛
副
委
員

長
は
条
例
化
に
あ
た
っ
て
、

「
対
策
法
」
に
欠
け
た
「
違

法
」
「
禁
止
」
な
ど
の
言
葉

も
求
め
て
い
る
。
「
せ
っ
か

く
の
条
例
に
そ
の
有
効
性
が

求
め
ら
れ
る
」
か
ら
だ
。

た
だ
し
、
今
回
の
提
言
は

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
策
定
に
主

眼
を
置
い
た
も
の
で
あ
る
だ

け
に
、
「
条
例
の
ほ
う
は
ま

だ
道
が
遠
い
」
と
も
見
ら
れ

て
い
る
。
「
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー

チ
を
許
さ
な
い
か
わ
さ
き
市

民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
（
関
田

寛
雄
代
表
）
で
事
務
局
を
担

う
山
田
貴
夫
さ
ん
（
大
学
講

師
）
は
２
０
１
７
年
度
中
の

条
例
化
に
希
望
を
託
し
、「
川

崎
市
は
自
治
体
の
外
国
人
住

民
施
策
推
進
の
リ
ー
ダ
ー
的

な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
こ

と
を
想
起
し
、
さ
ら
に
前
進

さ
せ
て
ほ
し
い
」
と
話
し
て

い
る
。

【
神
奈
川
】
福
田
紀
彦
川
崎
市
長
か
ら
要
請
を
受
け
て
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
（
差
別
扇

動
行
為
）対
策
に
つ
い
て
優
先
的
に
審
議
し
て
き
た
川
崎
市
人
権
施
策
推
進
協
議
会（
会

長

阿
部
浩
己
神
奈
川
大
法
科
大
学
院
教
授
）は
昨
年
１２
月
２７
日
、
提
言
を
ま
と
め
た
。

柱
は
公
共
施
設
の
利
用
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
策
定
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
対

策
、
差
別
に
幅
広
く
対
処
す
る
条
例
の
検
討
の
３
点
。
福
田
市
長
は
今
年
１１
月
ま
で
の

任
期
中
に
一
定
の
方
向
性
を
と
り
ま
と
め
る
考
え
を
示
し
た
。
実
現
す
れ
ば
ヘ
イ
ト
ス

ピ
ー
チ
を
事
前
に
抑
止
す
る
初
の
施
策
に
な
る
。

申請書類の確認を受ける団員（右）

出席者（右）は一人でも心
づくしの式典に 佐賀

法
務
省
人
権
擁
護
局
は
自

治
体
の
求
め
に
応
じ
、
昨
年

末
ま
で
に
「
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー

チ
対
策
法
」
の
具
体
的
な
解

釈
指
針
と
な
る
文
書
を
作

成
。
全
国
の
地
方
法
務
局
を

通
じ
、
各
自
治
体
に
「
参
考

情
報
」
と
し
て
配
布
し
て
い

る
。自

治
体
が
判
断
に
悩
ん
で

い
る
の
が
、
ヘ
イ
ト
デ
モ
な

ど
を
行
う
た
め
に
公
園
な
ど

公
共
施
設
の
使
用
許
可
を
申

請
さ
れ
た
場
合
、
不
許
可
に

で
き
る
の
か
ど
う
か
と
い
う

こ
と
。
自
治
体
は
地
方
自
治

法
２
４
４
条
に
定
め
る
公
の

施
設
の
管
理
者
と
し
て
「
正

当
な
理
由
」
が
な
い
限
り
そ

の
利
用
を
拒
ん
で
は
な
ら
な

い
（
同
条
２
項
）
と
さ
れ
て

い
る
か
ら
だ
。

こ
れ
に
つ
い
て
人
権
擁
護

局
が
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
専
門

部
会
で
検
討
し
た
結
果
、
運

用
目
的
が
当
該
施
設
の
設
置

目
的
か
ら
み
て
不
相
当
と
す

る
正
当
な
理
由
が
あ
れ
ば
不

許
可
に
で
き
る
と
し
た
。

人
権
擁
護
局
で
は
「
公
共

施
設
の
供
用
に
あ
た
っ
て
そ

の
供
用
の
範
囲
、
運
営
方
針

な
ど
を
ど
の
よ
う
に
定
め
る

か
に
つ
い
て
は
そ
れ
が
合
理

性
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
限

り
、
施
設
の
管
理
者
の
側
に

相
当
程
度
の
自
由
な
決
定
権

が
認
め
ら
れ
て
い
る
。
自
治

体
自
ら
適
切
に
判
断
し
て
く

れ
と
い
う
こ
と
だ
」
と
話
し

て
い
る
。

功
労
者
表
彰
も

神
奈
川
（
金
利
中
団
長
、

６
日

横
浜
市
内
の
ホ
テ

ル
）
神
奈
川
韓
商
（
趙
成
允

会
長
）、
横
浜
中
央
信
組（
呉

龍
夫
理
事
長
）
と
合
同
で
開

催
。２
０
０
人
が
参
加
し
た
。

民
団
中
央
か
ら
丁
海
龍
常
任

顧
問
が
参
席
。
金
団
長
が
新

年
辞
で
「
在
日
同
胞
の
権
益

擁
護
と
本
国
の
発
展
に
尽
く

し
て
い
く
」
と
述
べ
た
。

席
上
、
新
成
人
１９
人
を
紹

介
し
、
門
出
を
祝
っ
た
。
専

門
学
校
で
演
劇
を
学
ぶ
姜
恵

卿
さ
ん
は
「
舞
台
に
出
る
た

め
に
練
習
に
励
み
た
い
」
と

意
気
込
ん
だ
。
ま
た
内
装
業

で
働
い
て
い
る
盧
世
鎬
さ
ん

も
「
や
り
が
い
の
あ
る
今
の

仕
事
が
好
き
で
も
っ
と
技
術

を
磨
き
た
い
」
と
抱
負
を
語

っ
た
。

こ
の
日
は
故
金
次
永
常
任

顧
問
の
木
蓮
章
受
章
、
黄
昌

柱
常
任
顧
問
の
卒
寿
、
趙
忠

来
・
金
在
斗
両
常
任
顧
問
の

米
寿
も
祝
っ
た
。

千
葉
（
金
鎭
得
団
長
、
１４

日

千
葉
市
内
の
ホ
テ
ル
）

新
成
人
８
人
を
主
賓
と
し
て

迎
え
、
参
加
者
２
０
０
人
が

一
緒
に
な
っ
て
祝
っ
た
。
席

上
、
５
月
の
創
団
７０
周
年
を

前
に
組
織
有
功
者
８
人
を
表

彰
し
た
。
千
葉
韓
国
商
工
会

議
所
か
ら
は
青
年
会
千
葉
本

部
に
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
基
金
の

伝
達
が
あ
っ
た
。
会
場
に
は

県
議
会
日
韓
友
好
議
員
連
盟

や
千
葉
市
議
会
日
韓
親
善
議

員
連
盟
、
県
日
韓
親
善
協
会

な
ど
か
ら
の
来
賓
も
目
立
っ

た
。
民
団
中
央
本
部
か
ら
呂

健
二
議
長
が
参
席
。

栃
木
（
南
四
郎
団
長
、
７

日

宇
都
宮
市
内
の
ホ
テ

ル
）
新
年
会
と
成
人
式
を
兼

ね
て
の
開
催
。
１
０
０
人
が

参
加
し
た
。
県
か
ら
福
田
富

一
知
事
が
お
祝
い
に
駆
け
つ

け
た
。
南
団
長
は
、
今
年
も

住
民
参
加
の
身
近
な
イ
ベ
ン

ト
を
企
画
し
て
い
く
と
述
べ

た
。
新
成
人
５
人
に
は
民
団

と
各
傘
下
団
体
・
機
関
か
ら

記
念
品
と
し
て
図
書
カ
ー
ド

や
文
具
な
ど
が
贈
ら
れ
た
。

新
潟
（
李
鐘
海
団
長
、
１５

日

新
潟
市
内
の
ホ
テ
ル
）

李
団
長
が
「
こ
れ
ま
で
以
上

に
地
域
社
会
へ
貢
献
し
て
い

こ
う
」
と
呼
び
か
け
た
。
篠

田
昭
・
新
潟
市
長
は
「
日
韓

の
懸
け
橋
と
し
て
の
役
割
を

担
い
続
け
て
い
る
こ
と
に
感

謝
す
る
」と
あ
い
さ
つ
し
た
。

１
０
６
人
が
参
加
。
会
場
で

は
糸
魚
川
大
火
災
へ
の
義
捐

募
金
も
行
わ
れ
た
。

組
織
強
化
に
全
力

宮
城
（
金
政
郁
団
長
、
７

日

県
本
部
）金
団
長
は「
来

年
の
創
団
７０
周
年
に
向
け
て

組
織
強
化
に
力
を
入
れ
る
」

と
抱
負
を
述
べ
た
。
仙
台
市

の
伊
藤
敬
幹
副
市
長
、
駐
仙

台
総
領
事
館
の
梁
桂
和
総
領

事
、
日
韓
親
善
県
議
会
議
連

か
ら
渥
美
巌
会
長
、
同
仙
台

市
議
会
議
連
か
ら
西
沢
啓
文

会
長
、
東
北
大
学
韓
国
人
留

学
生
会
の
康
世
民
会
長
ら
を

は
じ
め
と
す
る
２
０
０
人
が

出
席
。
席
上
、
新
成
人
８
人

の
前
途
を
祝
福
し
た
。

福
島
（
金
仁
河
団
長
、
７

日

郡
山
市
内
の
ホ
テ
ル
）

郡
山
市
の
品
川
萬
里
市
長
を

は
じ
め
と
し
て
１
３
０
人
が

出
席
。
金
信
鍾
副
団
長
が
韓

日
両
国
の
懸
け
橋
と
し
て
の

役
割
を
果
た
し
て
い
く
と
決

意
を
述
べ
た
。
式
典
で
は
成

人
式
も
行
わ
れ
、
新
成
人
３

人
に
記
念
品
を
贈
っ
た
。
第

２
部
で
東
京
韓
国
学
校
舞
踊

部
１３
人
が
創
作
サ
ム
ル
ノ
リ

な
ど
を
披
露
し
た
。

民
団
本
部
新
築
へ

愛
知
（
朴
茂
安
団
長
、
７

日

名
古
屋
市
内
の
ホ
テ

ル
）
愛
知
韓
国
商
工
会
議
所

（
李
東
旭
会
長
）
、
愛
知
県

韓
国
人
経
友
会（
鄭
博
会
長
）

と
の
３
団
体
共
催
。
大
村
秀

章
県
知
事
を
は
じ
め
と
し
て

３
５
０
人
が
出
席
し
た
。

今
年
創
団
７０
周
年
を
迎
え

る
民
団
愛
知
は
３
月
か
ら
は

記
念
イ
ベ
ン
ト
が
目
白
押

し
。
朴
団
長
は
民
団
本
部
の

移
転
新
築
事
業
に
取
り
組
ん

で
い
く
考
え
も
明
ら
か
に
し

た
。
大
村
知
事
は
「
両
国
の

関
係
が
い
つ
も
春
風
が
吹
い

て
い
る
と
い
っ
た
関
係
に
な

る
よ
う
尽
力
し
て
い
く
」
と

述
べ
た
。
八
木
哲
也
衆
議
院

議
員
も
民
間
レ
ベ
ル
で
の
草

の
根
親
善
の
重
要
性
を
強
調

し
た
。

席
上
、
経
友
会
の
河
隆
實

副
会
長
が
名
古
屋
韓
国
学
校

の
李
孝
心
校
長
に
賛
助
金
、

在
日
同
胞
大
学
生
４
人
に
は

奨
学
金
の
目
録
を
手
渡
し

た
。ま
た
、朴
団
長
か
ら
民
団

中
央
本
部
創
団
７０
周
年
表
彰

状
が
２６
人
に
伝
達
さ
れ
た
。

岐
阜
（
董
勝
正
団
長
、
９

日

岐
阜
市
内
の
ホ
テ
ル
）

１
３
０
人
が
参
加
。
同
本
部

で
韓
国
語
を
学
ぶ
日
本
人
受

講
生
も
色
鮮
や
か
な
チ
マ
・

チ
ョ
ゴ
リ
姿
で
駆
け
付
け

た
。
来
賓
の
野
田
聖
子
衆
議

院
議
員
が
、
「
両
国
の
真
の

友
好
に
力
を
尽
く
し
て
い

く
」
と
約
束
し
た
。
董
団
長

は
「
本
国
が
立
派
な
国
に
な

っ
て
く
れ
る
こ
と
が
、
在
外

同
胞
の
励
み
に
な
る
。
民
団

は
婦
人
会
と
力
を
あ
わ
せ
て

地
域
に
貢
献
し
て
い
く
」
と

決
意
を
述
べ
た
。
第
２
部
は

韓
宇
景
歌
謡
シ
ョ
ー
を
楽
し

ん
だ
。

三
重
（
殷
慶
基
団
長
、
１５

日

桑
名
市
内
の
ホ
テ
ル
）

大
雪
で
交
通
機
関
が
遅
延
し

た
な
か
、１
３
０
人
が
出
席
。

岡
田
克
也
衆
議
院
議
員
が
参

席
し
た
。
民
団
桑
名
支
部
の

孫
昌
煥
顧
問
に
国
務
総
理
表

彰
、
こ
の
ほ
か
民
団
中
央
本

部
の
創
団
７０
周
年
で
表
彰
さ

れ
た
４
人
と
新
成
人
一
人
が

紹
介
さ
れ
た
。

第
２
部
で
「
カ
ン
・
Ｈ
Ａ

Ｎ
Ｉ
」
歌
謡
シ
ョ
ー
を
楽
し

ん
だ
。

創
立
７０
周
年
祝
う

大
阪
（
鄭
鉉
権
団
長
、
１４

日

大
阪
韓
国
人
会
館
）
大

阪
韓
商
（
洪
致
原
会
長
）
と

の
共
催
。
７
０
０
人
が
参
加

し
た
。
鄭
団
長
は
「
若
い
人

材
育
成
に
力
を
入
れ
て
い

く
」
と
あ
い
さ
つ
。
駐
大
阪

総
領
事
館
の
河
泰
允
総
領
事

も
「
韓
日
両
国
が
よ
り
親
密

に
、
共
に
繁
栄
で
き
る
よ
う

尽
力
し
て
も
ら
い
た
い
」
と

期
待
を
寄
せ
た
。

中
山
泰
秀
衆
議
院
議
員
は

「
皆
さ
ん
と
力
を
あ
わ
せ
、

厳
し
い
難
局
を
乗
り
越
え
よ

う
」
と
呼
び
か
け
、
佐
藤
茂

樹
衆
議
院
議
員
も
「
両
国
が

飛
躍
の
年
に
な
る
こ
と
を
期

待
し
て
い
る
」
と
述
べ
た
。

韓
国
か
ら
朴
炳
錫
国
会
議

員
が
お
祝
い
に
駆
け
つ
け

た
。
同
本
部
の
結
成
７０
周
年

を
記
念
し
た
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー

ト
も
開
か
れ
た
。

鳥
取
（
薛
幸
夫
団
長
、
７

日

県
本
部
）
県
か
ら
平
井

伸
治
知
事
を
迎
え
、
会
場
は

８０
人
の
参
加
者
で
ぎ
っ
し

り
。
ア
ジ
メ
奉
仕
隊
が
丹
精

を
込
め
た
韓
国
風
牛
肉
ス
ー

プ
を
味
わ
っ
た
。

薛
団
長
は
日
韓
友
好
交
流

親
善
に
よ
る
相
互
理
解
促
進

と
、
在
日
の
人
権
を
介
し
た

普
遍
的
人
権
が
認
め
ら
れ
る

社
会
の
実
現
を
め
ざ
し
て
い

く
考
え
を
明
ら
か
に
し
た
。

こ
れ
に
対
し
て
平
井
知
事

は
、
民
団
の
協
力
を
含
め
た

地
域
間
の
民
間
交
流
な
ど
に

よ
る
国
家
間
を
超
え
た
日
韓

の
道
行
き
が
現
在
の
県
と
江

原
道
と
の
関
係
を
維
持
し
て

い
る
と
語
っ
た
。

山
口
（
姜
昌
憲
団
長
、
１４

日

下
関
市
シ
ー
モ
ー
ル
パ

レ
ス
）
１
３
０
人
が
参
加
。

安
倍
晋
三
首
相
か
ら
も
「
日

韓
親
善
協
力
に
感
謝
す
る
」

と
の
祝
辞
が
寄
せ
ら
れ
た
。

今
年
は
成
人
式
も
兼
ね
て

開
催
さ
れ
新
成
人
一
人
が
参

加
し
た
。

共
生
社
会
実
現
へ

福
岡
（
李
相
鎬
団
長
、
８

日

福
岡
市
内
の
飲
食
店
）

「
多
文
化
共
生
社
会
の
実
現

を
め
ざ
し
て
」
と
題
し
て
開

催
。１
５
２
人
が
出
席
し
た
。

李
団
長
は
「
草
の
根
レ
ベ

ル
の
国
際
交
流
を
続
け
、
多

文
化
共
生
社
会
の
実
現
を
め

ざ
す
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

長
崎
（
姜
成
春
団
長
、
１５

日

諫
早
市
内
「
す
み
れ
」）

昨
年
を
上
回
る
５０
人
が
参

加
。
県
日
韓
親
善
協
会
か
ら

吉
川
俊
雄
常
任
理
事
が
参

席
。
姜
団
長
は
韓
国
大
統
領

選
挙
で
投
票
権
を
行
使
す
る

よ
う
呼
び
か
け
た
。

大
阪
総
領
事
館
も

【
大
阪
】
駐
大
阪
総
領
事

館
（
河
泰
允
総
領
事
）
の
新

年
交
流
会
が
５
日
、
同
公
館

で
あ
っ
た
。
各
民
団
か
ら
２

５
０
人
が
参
加
し
た
。

河
総
領
事
は
昨
年
か
ら
総

領
事
館
の
再
建
築
を
進
め
て

い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、

「
皆
さ
ん
か
ら
も
誇
ら
し
く

思
え
る
よ
う
な
立
派
な
建
物

を
建
て
、
同
胞
社
会
に
恩
返

し
を
し
た
い
」
と
述
べ
、
民

団
大
阪
本
部
の
鄭
鉉
権
団
長

は
「
今
年
も
次
世
代
育
成
、

人
材
育
成
に
力
を
入
れ
る
」

と
決
意
を
表
明
し
た
。

日本側来賓と一緒に鏡開きで新年を祝う（大阪韓国人会館）

【
山
口
】
婦
人
会
山
口
本

部（
姜
春
子
会
長
）は
１３
日
、

下
関
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

病
院
（
興
津
貴
則
院
長
、
下

関
市
今
浦
町
）
に
医
療
・
福

祉
向
け
の
室
内
用
歩
行
器
２

台
を
贈
っ
た
。
姜
会
長
ら
同

本
部
の
役
員
３
人
が
同
病
院

を
訪
れ
興
津
院
長
に
目
録
を

手
渡
し
た
。

同
病
院
は
脳
卒
中
や
骨
折

を
患
い
、
急
性
期
の
医
療
を

終
え
た
人
た
ち
が
自
宅
復
帰

に
備
え
て
足
腰
の
筋
力
向
上

や
維
持
に
励
む
県
内
で
は
数

少
な
い
リ
ハ
ビ
リ
専
門
施

設
。
姜
会
長
は
「
地
域
社
会

に
少
し
で
も
貢
献
で
き
れ

ば
」
と
、
会
員
か
ら
の
会
費

の
一
部
を
充
て
た
。

歩
行
器
は
車
輪
付
き
の
タ

イ
プ
。
ブ
レ
ー
キ
が
つ
い
て

い
て
安
全
性
が
高
い
の
が
特

徴
だ
と
い
う
。
同
本
部
は
２

０
０
９
年
に
も
同
病
院
に
車

い
す
５
台
を
贈
っ
て
い
る
。

金
一
成
氏
（
民
団
京
都
・

南
支
部
顧
問
）
２
０
１
６
年

１２
月
３０
日
１２
時
１６
分
、
肺
血

栓
の
た
め
死
去
。
７６
歳
。
告

別
式
は
１２
月
３１
日
、
京
都
市

南
区
の
公
益
社
南
ブ
ラ
イ
ト

ホ
ー
ル
で
営
ま
れ
た
。
喪
主

は
長
男
の
金
谷
浩
二
氏
。
南

支
部
団
長
を
経
て
京
都
本
部

の
監
察
委
員
、
副
議
長
、
副

団
長
を
歴
任
。
０３
年
駐
日
大

使
表
彰
。

夢
実
現
へ
ま
っ
し
ぐ
ら

同
胞
成
人
式

民
団
、青
年
会
が
激
励

旅
券
業
務
で
巡
回
領
事

千
葉
市
内

大
量
更
新
期
を
迎
え
て

室
内
用
歩
行
器
贈
る

婦
人
会
山
口

リ
ハ
ビ
リ
病
院
に

「
さ
ら
な
る
飛
躍
の
年
に
」

各
地
で
同
胞
団
体
新
年
会

ヘ
イ
ト
Ｓ

事
前
規
制
を

川
崎
市
人
権
施

策
推
進
協
議
会

福
田
市
長
に
提
言

公
共
施
設
の
利
用
制
限
も
人
権
擁
護
局

「
対
策
法
」指
針
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展示会
演奏会

上映会

授
賞
式
の
あ
い
さ
つ
で
洪

さ
ん
は
、
関
係
者
へ
謝
意
を

述
べ
る
と
と
も
に
、
本
名
で

生
き
て
き
た
思
い
や
受
賞
へ

の
感
想
を
笑
顔
と
涙
ま
じ
り

で
語
っ
た
。
そ
の
姿
を
じ
っ

と
見
つ
め
て
い
た
の
は
両
親

だ
。
母
親
は
時
折
、
目
頭
を

押
さ
え
な
が
ら
洪
さ
ん
の
話

に
耳
を
傾
け
て
い
た
。

戯
曲
の
翻
訳
を
始
め
た
の

は
３
年
前
か
ら
。
こ
れ
ま
で

１０
作
品
以
上
を
手
が
け
た
。

な
か
で
も
笑
い
や
方
言
の
持

つ
魅
力
を
際
だ
た
せ
る
日
本

語
の
表
現
に
は
神
経
を
使

う
。
「
作
者
の
思
い
を
ど
こ

ま
で
伝
え
ら
れ
る
か
、
意
訳

は
ど
こ
ま
で
で
き
る
の
か
」。

毎
作
、
迷
い
や
葛
藤
は
尽
き

な
い
と
言
う
。

洪
さ
ん
は
大
阪
・
生
野
区

出
身
。
「
女
は
大
学
よ
り
も

短
大
、
お
見
合
い
を
さ
せ
て

嫁
が
せ
た
い
」
と
い
う
厳
格

な
父
親
の
元
で
育
っ
た
。
中

学
時
代
か
ら
大
阪
芸
術
大
学

の
演
劇
科
を
志
望
。だ
が「
父

親
に
反
対
さ
れ
る
こ
と
は
目

に
見
え
て
い
た
」。

中
学
卒
業
後
、
洪
さ
ん
は

一
計
を
案
じ
る
。
子
ど
も
の

頃
に
習
っ
た
ピ
ア
ノ
で
の
入

学
だ
。
自
ら
先
生
を
探
し
出

し
親
に
本
気
度
を
ア
ピ
ー

ル
。
ピ
ア
ノ
だ
っ
た
ら
と
父

親
の
承
諾
を
得
た
。
同
大
入

学
後
、
２
年
生
か
ら
「
計
画

通
り
」
の
行
動
に
出
る
。

当
時
、
大
学
に
在
籍
し
て

い
た
の
は
、
現
在
活
躍
中
の

俳
優
、
古
田
新
太
さ
ん
や
羽

野
晶
紀
さ
ん
た
ち
。
親
交
を

深
め
る
う
ち
に
、
舞
台
に
立

つ
機
会
を
得
る
。

そ
の
後
、辰
巳
琢
郎
さ
ん
、

生
瀬
勝
久
さ
ん
ら
が
座
長
を

務
め
た
劇
団
「
そ
と
ば
こ
ま

ち
」
の
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
に

合
格
。
洪
さ
ん
は
学
業
よ
り

役
者
の
仕
事
を
優
先
さ
せ

た
。

だ
が
、
声
が
か
か
る
の
は

タ
レ
ン
ト
的
な
仕
事
ば
か

り
。
女
優
と
し
て
は
使
っ
て

も
ら
え
な
い
と
い
う
葛
藤
の

末
に
劇
団
を
休
団
し
、
大
学

に
戻
っ
た
。

洪
さ
ん
は
２４
歳
で
結
婚
す

る
前
、
ソ
ウ
ル
の
国
際
教
育

振
興
院
（
現
国
立
国
際
教
育

院
）に
２
カ
月
間
留
学
し
た
。

「
芝
居
を
辞
め
、
何
か
熱
中

で
き
る
も
の
を
持
ち
た
か
っ

た
か
ら
」

帰
日
後
、
兵
庫
の
韓
国
商

工
会
議
所
に
勤
め
な
が
ら
韓

国
語
の
勉
強
を
続
け
た
。
転

機
が
訪
れ
た
の
は
離
婚
後
、

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
で
フ
リ

ー
ス
ク
ー
ル
を
営
む
叔
父
か

ら
、
「
フ
ー
テ
ン
の
寅
さ
ん

の
ミ
ュ
ー
ッ
ジ
カ
ル
を
や
り

た
い
」と
呼
ば
れ
た
こ
と
だ
。

営
業
か
ら
振
り
付
け
、
演
出

ま
で
一
人
で
担
っ
た
。

こ
の
経
験
に
よ
り
洪
さ
ん

は
、
封
印
し
て
き
た
芝
居
へ

の
思
い
と
向
き
合
う
こ
と
に

な
る
。
「
結
局
、
根
性
が
無

く
て
辞
め
た
芝
居
を
も
う
一

度
や
り
た
い
」
。
０２
年
に
上

京
し
た
後
、
小
劇
場
で
の
活

動
を
経
て
、
０３
年
か
ら
１３
年

間
、
劇
団
ユ
ニ
ー
ポ
イ
ン
ト

に
在
籍
。
０４
年
に
公
開
さ
れ

た
崔
洋
一
監
督
の「
血
と
骨
」

の
出
演
が
縁
と
な
り
劇
作
家

・
演
出
家
の
鄭
義
信
さ
ん
ら

在
日
の
演
劇
人
と
知
り
合

う
。そ

れ
ま
で
は
、
自
分
の
力

で
闘
い
た
い
と
在
日
の
コ
ミ

ュ
テ
ィ
ー
か
ら
離
れ
て
い

た
。
在
日
の
演
劇
人
と
の
交

流
を
き
っ
か
け
に
、
０５
年
に

同
団
初
の
韓
国
公
演
、
そ
し

て
夢
を
実
現
さ
せ
る
た
め
、

１４
年
に
文
化
庁
の
新
進
芸
術

家
海
外
研
究
制
度
の
国
費
留

学
と
し
て
１
年
間
滞
在
し
た

韓
国
で
、
朴
根
亨
さ
ん
ら
演

劇
人
と
つ
な
が
る
な
ど
、
不

思
議
な
縁
を
感
じ
て
き
た
。

今
後
、
翻
訳
に
つ
い
て
は

「
お
か
し
さ
の
中
に
悲
し
み

や
切
な
さ
の
あ
る
韓
国
の
戯

曲
を
紹
介
し
た
い
し
、
共
同

制
作
を
増
や
し
て
い
き
た

い
」。夢

は
「
伝
説
の
舞
姫
」
崔

承
喜
を
題
材
に
し
た
ひ
と
り

芝
居
だ
。
小
学
１
年
か
ら
中

学
２
年
ま
で
韓
国
舞
踊
を
続

け
た
。
「
私
に
し
か
で
き
な

い
よ
う
な
気
が
し
て
い
る
」。

そ
の
た
め
の
ス
テ
ッ
プ
と
し

て
昨
年
１
月
に
ひ
と
り
芝
居

を
上
演
。
今
後
、
作
品
を
増

や
し
て
い
く
と
い
う
。

今
年
か
ら
女
優
名
を
「
み

ょ
ん
ふ
ぁ
」
に
改
め
た
。
司

会
、
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
、
通
訳
、

翻
訳
な
ど
を
こ
な
し
マ
ル
チ

な
才
能
を
発
揮
す
る
。
こ
れ

か
ら
ど
ん
な
輝
き
を
見
せ
て

く
れ
る
か
楽
し
み
だ
。

小
田
島
さ
ん
か
ら
賞
状
を
受
け
る
洪
明
花
さ
ん

仁
川
市
に
は
、
西
海
に
た
く

さ
ん
の
島
が
あ
る
。
江
華
島
の

北
西
部
か
ら
、
３
・
４

の
長

さ
の
喬
桐
大
橋
を
渡
る
と
、
喬

桐
島
だ
。面
積
は
４７
平
方

。

人
口
は
約
３
千
人
。
３
年
前
に

こ
の
橋
が
架
か
る
前
は
、
ひ
な

び
た
孤
島
だ
っ
た
。
朝
鮮
時
代

に
は
、
王
族
の
流
刑
地
で
も
あ

っ
た
。

喬
桐
大
橋
を
渡
る
と
、
若
い

軍
人
が
立
っ
て
い
た
。
こ
こ
は

民
統
線
（
民
間
人
統
制
区
域
）

だ
か
ら
、
島
に
入
る
に
は
身
分

証
明
書
が
必
要
だ
と
聞
い
て
い

た
。
し
か
し
車
を
ち
ら
り
と
見

た
軍
人
は
、
何
も
言
わ
ず
に
通

行
を
許
可
し
た
。

喬
桐
島
の
北
側
の
海
の
向
こ

う
は
、
黄
海

南
道
延
白
郡

だ
。
実
は
喬

桐
島
の
住
民
の
多
く
が
、
朝
鮮

戦
争
の
戦
火
を
逃
れ
て
、
渡
っ

て
き
た
と
聞
い
た
。
北
の
故
郷

ま
で
、
小
さ
な
漁
船
で
も
往
来

で
き
る
距
離
な
の
だ
。

戦
争
が
終
わ
っ
た
ら
故
郷
に

帰
る
つ
も
り
で
、
こ
の
島
に
留

ま
っ
た
人
々
。
し
か
し
分
断
さ

れ
て
、
す
で
に
６０
年
余
り
の
歳

月
が
流
れ
た
。
韓
国
で
は
、
故

郷
に
戻
れ
な
い
人
を「
失
郷
民
」

と
呼
ぶ
。

小
さ
な
島
の
中
央
に
、
大
龍

市
場
が
あ
る
。
住
民
た
ち
が
、

故
郷
の
延
白
に
あ
っ
た
市
場
を

再
現
し
た
も
の
と
い
う
。
そ
の

間
、
若
い
世
代
の
多
く
が
、
生

活
の
糧
を
求
め
て
、
島
を
離
れ

て
行
っ
た
。
島
に
は
老
人
た
ち

が
残
り
、大
龍
市
場
は
ま
る
で
、

１
９
６
０
年
代
の
映
画
の
セ
ッ

ト
の
よ
う
な
風
情
の
ま
ま
、
す

っ
か
り
老
朽
化
し
た
。

逆
に
、
そ
ん
な
レ
ト
ロ
な
雰

囲
気
が
珍
し
く
て
、
１０
年
ほ
ど

前
か
ら
、
喬
桐
島
に
観
光
客
が

押
し
寄
せ
て
来
る
よ
う
に
な
っ

た
。
ド
ラ
マ
の
撮
影
地
に
な
っ

た
り
、
人
気
テ
レ
ビ
番
組
「
１

泊
２
日
」の
ロ
ケ
も
行
わ
れ
た
。

平
日
は
ほ
と
ん
ど
人
通
り
も
な

い
市
場
が
、
今
で
は
週
末
ご
と

に
、
島
外
か
ら
の
客
で
大
賑
わ

い
に
な
る
。

市
場
の
中
に
、
「
喬
桐
理
髪

所
」
が
あ
っ
た
。
平
日
で
、
客

は
い
な
か
っ
た
。鏡
の
前
に
は
、

昔
な
が
ら
の
革
張
り
の
ひ
じ
掛

け
椅
子
が
並
ん
で
い
る
。
バ
リ

カ
ン
や
ク
シ
、
ハ
サ
ミ
も
、
か

な
り
の
年
季
が
入
っ
て
い
る
。

店
の
奥
に
は
、
洗
髪
を
す
る
タ

イ
ル
張
り
の
洗
面
台
が
あ
る
。

店
の
主
人
の
池
光
植
さ
ん

（
７７
）
は
、
「
こ
れ
ま
で
、
ど

れ
だ
け
た
く
さ
ん
の
テ
レ
ビ
や

新
聞
の
取
材
を
受
け
た
こ
と

か
」
と
苦
笑
い
し
た
。
今
や
池

さ
ん
は
、す
っ
か
り
有
名
人
だ
。

古
び
た
店
を
守
り
な
が
ら
、
客

に
問
わ
れ
る
ま
ま
に
昔
語
り
を

す
る
の
が
、
池

さ
ん
の
日
課
に

な
っ
て
い
る
。

ソ
ウ
ル
近
郊

だ
け
で
な
く
、

済
州
島
か
ら
も
、
観
光
客
が
や

っ
て
来
る
と
言
う
。
今
も
現
役

の
理
髪
師
で
あ
る
池
さ
ん
の
暮

ら
し
は
、
お
か
げ
で
上
向
き
に

な
っ
た
。
有
名
な
タ
レ
ン
ト
や

政
治
家
の
頭
も
刈
っ
た
。
店
に

は
そ
の
と
き
の
写
真
や
サ
イ
ン

な
ど
が
、
ず
ら
り
と
掛
か
っ
て

い
る
。

池
さ
ん
は
１３
歳
の
と
き
、
家

族
と
共
に
喬
桐
島
に
避
難
し

た
。
理
髪
店
の
見
習
い
と
し
て

働
き
始
め
た
当
初
は
、
ま
だ
水

道
も
な
く
て
、
２

も
離
れ
た

井
戸
ま
で
、
何
度
も
水
汲
み
に

通
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ

た
。
掃
除
や
片
付
け
だ
け
で
な

く
、
暑
い
夏
に
は
、
客
を
団
扇

で
あ
お
ぐ
の
も
仕
事
だ
っ
た
。

見
よ
う
見
ま
ね
で
散
髪
の
し
か

た
を
覚
え
、
後
に
理
髪
師
の
資

格
を
と
っ
た
。

避
難
民
の
だ
れ
も
が
、
貧
し

く
苦
し
い
日
々
を
送
っ
て
い
た

時
代
だ
っ
た
。
だ
れ
も
が
故
郷

に
戻
る
こ
と
だ
け
を
願
い
な
が

ら
、
歳
月
を
重
ね
て
い
っ
た
。

喬
桐
島
の
北
辺
の
丘
に
登
れ

ば
、今
も
故
郷
の
村
が
見
え
る
。

し
か
し
帰
れ
な
い
ま
ま
、
故
郷

の
記
憶
を
持
つ
人
々
は
、
ま
た

一
つ
年
を
重
ね
た
。

（
作
家
）

２
０
１
６
年
に
上
演
さ
れ
た
作

品
の
中
か
ら
、
優
れ
た
翻
訳
戯
曲

を
提
供
し
た
翻
訳
者
に
贈
ら
れ
る

「
第
９
回
小
田
島
雄
志
・
翻
訳
戯

曲
賞
」
を
、
朴
根
亨
作
「
代
代
孫

孫
２
０
１
６
」
（
脚
本
・
演
出

シ
ラ
イ
ケ
イ
タ
）と
、
張
鎭
作「
ト

ン
マ
ッ
コ
ル
へ
よ
う
こ
そ
」
（
演

出

東
憲
司
）
を
翻
訳
し
た
在
日

韓
国
人
３
世
の
女
優
、
洪
明
花
さ

ん
（
東
京
・
杉
並
区
）
が
受
賞
し

た
。
韓
国
語
（
も
し
く
は
ア
ジ
ア

圏
）
の
翻
訳
戯
曲
の
受
賞
は
初
め

て
。
洪
さ
ん
は
両
作
品
に
出
演
も

し
て
い
る
。
１０
日
に
東
京
・
豊
島

区
の
「
あ
う
る
す
ぽ
っ
と
」
で
開

か
れ
た
授
賞
式
で
洪
さ
ん
に
会
っ

た
。

抱負を語る洪明花さん

韓
国
文
化
財
庁
は
９
日
、

２
０
１
０
年
バ
ン
ク
ー
バ
ー

冬
季
五
輪
で
、
金
メ
ダ
ル
を

獲
得
し
た
時
に
履
い
て
い
た

キ
ム
・
ヨ
ナ
の
ス
ケ
ー
ト
靴

の
よ
う
に
製
作
、
建
設
、
形

成
か
ら
ま
だ
５０
年
経
っ
て
い

な
い
事
物
や
建
築
物
を
文
化

財
に
登
録
す
る
方
針
を
ま
と

め
た
「
２
０
１
７
年
主
要
業

務
計
画
」
を
発
表
し
た
。
こ

れ
で
キ
ム
・
ヨ
ナ
の
ス
ケ
ー

ト
靴
が
韓
国
の
文
化
財
に
な

る
。現

行
の
文
化
財
保
護
法
は

製
作
、
建
設
、
形
成
さ
れ
て

か
ら
５０
年
以
上
経
過
し
た
文

化
財
の
う
ち
、
歴
史
、
文
化
、

芸
術
な
ど
の
分
野
で
記
念
と

な
る
か
象
徴
的
価
値
が
あ
る

も
の
を
登
録
文
化
財
に
指
定

し
て
い
る
。

だ
が
、
「
製
作
か
ら
５０
年

以
上
経
過
し
て
い
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
」
と
い
う
規
定
か

ら
外
れ
る
も
の
の
、
き
損
の

危
機
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
近

現
代
文
化
財
が
保
護
さ
れ
て

い
な
い
と
の
指
摘
が
あ
っ

た
。

同
庁
は
１２
年
、
製
作
か
ら

５０
年
経
過
し
て
い
な
い
物
品

を
対
象
に
す
る
「
予
備
文
化

財
認
定
制
度
」
を
導
入
し
よ

う
と
し
た
が
法
制
化
に
失
敗

し
、
今
回
は
登
録
文
化
財
の

ハ
ー
ド
ル
を
下
げ
る
こ
と
に

し
た
。

ソ
ウ
ル
市
は
、
大
晦
日
に

な
ら
す「
普
信
閣
の
鐘
打
ち
」

や
金

燮
詩
人
の
代
表
作

「
城
北
洞
の
鳩
」
（
１
９
６

９
年
）
な
ど
の
文
化
遺
産
５４

件
を
、
２
０
１
６
年
度
ソ
ウ

ル
の
未
来
遺
産
に
選
ん
だ

と
、
１２
日
明
ら
か
に
し
た
。

文
学
作
品
と
し
て
は
、「
城

北
洞
の
鳩
」
の
ほ
か
、
明
洞

を
背
景
に
し
た
朴
寅
煥
の
詩

「
歳
月
が
過
ぎ
れ
ば
」
（
５６

年
）
や
、
日
本
植
民
地
時
代

の
ソ
ウ
ル
の
様
子
を
描
い
た

李
光
洙
の
小
説
『
無
情
』
な

ど
が
選
ば
れ
た
。

ま
た
６０
年
代
の
ソ
ウ
ル
の

都
心
風
景
を
描
き
出
し
た
姜

大
振
監
督
の
映
画
「
馬
夫
」

（
６１
年
）
や
「
ソ
ウ
ル
長
寿

（
チ
ャ
ン
ス
）
マ
ッ
コ
リ
」

「
ソ
ル
ロ
ン
タ
ン
」
な
ど
の

食
べ
物
も
初
め
て
含
ま
れ

た
。ソ

ウ
ル
市
は
１２
年
６
月
、

「
近
現
代
遺
産
の
未
来
遺
産

化
を
巡
る
基
本
構
想
」
を
発

表
し
、
未
来
遺
産
３
７
２
件

を
選
定
し
た
。
今
年
５４
件
を

追
加
指
定
し
た
。
未
来
遺
産

に
選
ば
れ
れ
ば
、
市
が
証
明

書
を
交
付
し
、
空
間
や
建
物

の
場
合
は
所
有
者
の
同
意
の

下
、
銅
板
の
形
を
し
た
標
識

を
取
り
付
け
る
。文化財に指定されるキム・ヨナ

選手のスケート靴（写真は韓国
文化財庁提供）

日
韓
交
流
レ
ク
チ
ャ
ー
公

演
「
韓
国
と
日
本
の
舞
踊
に

み
る

扇
と
布

」
が
２
月

２４
日
、
東
京
・
新
宿
区
の
韓

国
文
化
院
ハ
ン
マ
ダ
ン
ホ
ー

ル
で
開
か
れ
る
。

明
治
大
学
情
報
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
研
究
科
は
、
日

本
学
術
振
興
会
科
学
研
究
費

な
ら
び
に
公
益
財
団
法
人
日

韓
文
化
交
流
基
金
の
助
成
を

得
て
、
２
０
１
２
年
度
か
ら

韓
国
成
均
館
大
学
の
舞
踊
研

究
者
と
の
国
際
行
動
研
究
を

行
っ
て
き
た
。

今
年
度
は
、
韓
国
政
府
支

援
の
も
と
成
均
館
大
学
の
田

銀
子
教
授
を
招
聘
し
、「
扇
」

を
使
っ
た
舞
踊
の
比
較
研
究

を
行
う
。

第
１
部
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

で
は
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
成

果
を
琉
球
舞
踊
の
志
田
房
子

さ
ん
と
日
本
舞
踊
の
西
川
祐

子
さ
ん
に
よ
る
実
演
協
力
を

交
え
て
紹
介
す
る
と
と
も

に
、
琉
球
舞
踊
と
韓
国
舞
踊

と
の
共
同
制
作
「
布
花
」（
学

外
公
開
初
演
）
を
上
演
す

る
。第

２
部
で
は
、
韓
国
舞
踊

の
代
表
作
「
扇
の
舞
」
作
者

と
し
て
知
ら
れ
る
金
白
峰
さ

ん
の
創
作
舞
踊
五
題
を
上
演

す
る
。

１８
時
開
演
。
無
料
。
先
着

２
８
０
人
。

申
込
み
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

日
本
芸
能
教
育
普
及
協
会
む

す
び
の
会
Ｅ
メ
ー
ル
（inf

o
@

m
usubinokai.or

g

）
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
（
０
３
・
６

４
５
９
・
７
２
２
４
）。
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◆韓国の近・現代禅師の真影展

２１日まで。大阪韓国文化院ミ

リネギャラリー（北区）。１０～１８

時開館。無料。

韓国禅仏教の中興祖である鏡

虚禅師（１８４９～１９１２）から続く

禅派と、近・現代の禅仏教の振

興に大きな軌跡を残した禅師た

ちの真影など、１８作品を展示し

ている。

問い合わせは同院（０６・６２９２

・８７６０）。

◆「とよたレディースフォトク

ラブ」国際交流写真展

２月１０～１２日。豊田市民ギャ

ラリー（愛知）。１０～１８時開廊

（最終日は１６時まで）。無料。

今回で最終点となるテーマは

「遊ぶ」。

▽Ａ室「韓国仁川助成文化写

真会」作品約２０点▽Ｂ室「とよ

たレディースフォトクラブ」自

画像１５点▽Ｃ室「とよたレディ

ースクラブ」立体作品１５点。

◆屋久杉千年の調べ～ヘグム、

カヤグム、そして箏～

２９日。山本能楽堂（大阪・中

央区）。昼公演１４時開演、夜公

演１８時開演。前売り券３５００円、

当日券４０００円。

世界遺産の屋久島で育った屋

久杉で作られた韓日伝統楽器の

演奏会。出演はカン・ウニル（ヘ

グム）、朴順雅（カヤグム）、横

山佳世子（箏）ほか。

チケット問い合わせはヘグム

演奏会実行委員会・李（０９０・９６２４

・２８０４）。

◆韓国映画企画上映会

２月８日。韓国文化院ハンマ

ダンホール（東京・新宿区）。

１５時（昼の部）、１９時（夜の部）。

夜の部は同院ホームページ「イ

ベント応募コーナー」から事前

申し込み。１月２９日締切。当選

者に３１日までに確認書をメール

する。昼の部は当日先着順。定

員各３００人。

ホン・サンス監督の「３人の

アンヌ」（写真）上映。韓国の

海辺の街へバカンスに訪れた同

じ名前を持つ３人のフランス人

女性、アンヌが繰り広げる恋を

描く。主演はフランスの女優、

イザベル・ユペール。

問い合わせは同院（０３・３３５７

・５９７０）。

祝
！

イ
・
ボ
ミ
２
年
連

続
・
賞
金
女
王
。
日
本
女
子

ゴ
ル
フ
界
を
席
巻
し
、
賞
金

女
王
を
最
後
ま
で
争
っ
た
イ

・
ボ
ミ
、
申
ジ
エ
、
キ
ム
・

ハ
ヌ
ル
ら
韓
国
人
ゴ
ル
フ
ァ

ー
た
ち
。
彼
女
た
ち
は
な
ぜ

日
本
に
来
た
の
か
。
な
ぜ
強

く
て
う
ま
い
の
か
。

ゴ
ル
フ
環
境
は
も
ち
ろ

ん
、
日
本
と
い
う
国
を
ど
う

見
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

日
本
に
は
な
か
な
か
伝
わ

っ
て
こ
な
い
韓
国
の
ゴ
ル
フ

事
情
を
知
る
こ
と
で
韓
日
新

時
代
の
扉
を
開
く
た
め
の
ヒ

ン
ト
が
見
え
て
く
る
か
も
知

れ
な
い
。

人
気
と
注
目
を
集
め
る
彼

女
た
ち
の
実
像
と
、
そ
の
人

気
の
秘
密
を
在
日
韓
国
人
ス

ポ
ー
ツ
ラ
イ
タ
ー
の
慎
武
宏

が
韓
日
横
断
取
材
で
解
き
明

か
す
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
。

ゴ
ル
フ
フ
ァ
ン
の
た
め
の
マ

ル
秘
練
習
法
も
。

定
価
８
０
０
円
＋
税
。
各

ウ
ェ
ブ
ス
ト
ア
で
も
販
売
。

問
い
合
わ
せ
は
光
文
社
（
０

３
・
３
９
４
２
・
４
７
７
７
）。

分
断
の
歴
史
の
片
隅
で

サ
ラ
ム
賛
歌

仁
川
発

戸
田
郁
子

２３

喬桐島の人気理髪所

池光植さん

新刊紹介
韓
国
ゴ
ル
フ
事
情
か
ら
解
き
明
か
す

扇
の
舞
踊
を
韓
日
比
較
研
究

２
月
２４
日
発
表
上
演
ハンマダン
ホ ー ル

ソ
ウ
ル
未
来
遺
産

５４
件
を
追
加
指
定

「
普
信
閣
の
鐘
打
ち
」な
ど

キ
ム
・
ヨ
ナ
の
金
メ
ダ
ル
滑
走

ス
ケ
ー
ト
靴
を
文
化
財
指
定

「
い
つ
か
崔
承
喜
を
演
じ
た
い
」

在
日
３
世
の
女
優
・
洪
明
花
さ
ん

花
開
く
マ
ル
チ
な
才
能

小田島雄志・翻訳戯曲賞を受賞
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